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チ ー ム ビ ル デ ィ ン グ
　同じ一つのゴールを目指し、複
数のメンバーが個 の々能力を最大
限に発揮しつつ一丸となって進ん
でいく。こうした効果的な組織づく
りや、チームをまとめる手法を「チー
ムビルディング」と言うそうです。
　私は、学生時代からバレーボー
ルを続けており、現在も大阪実業
団リーグで現役選手として活動し
ています。学生時代、試合で勝つた
めには、何をすべきか、どうすれば
勝てるのか…それだけを考えて過
ごしていました。自チームの強み、弱
みを分析。対戦相手のデータを収
集、データ化し、戦術・作戦を練
る。そして、その作戦を試合で実践
できるように、練習メニューを組み、
試合に臨む。勝利のためには、試
合に出場するメンバーだけでなく、
控え選手からマネージャーまで、メ
ンバー全員が同じ気持ちで、また、
個 の々能力を最大限に
発揮しなければ、勝利
には結びつきません。
　現在、消防署長とし
て勤務していますが、学
生時代からのこういっ
た経験が、現在の仕事
に大いに役立っている
と感じています。
　消防局全体として、

重点目標、運営方針など目指すべ
き将来像やそれを実現するための
具体的取組などが決められていま
す。大きな目標、方針は同じですが、
行政区によって、管内情勢、都市
形態や建物構造の違い、災害の
種別や発生状況、災害リスクも違
うなど、それぞれの特徴に応じた対
応が必要となります。
　災害という強大な相手に勝つ…
何が勝利なのかの定義もなく、判
断は難しいですが、市民に安心・
安全を提供するために、所属職員
とともに、自所属の強み、弱み、相手
（災害）の特徴をしっかりと分析
し、署員全員が、「市民が安心して
暮らせる災害に強いまち・安全な
都市」という同じ目標に向かって、
個々の能力を最大限に発揮でき
る、強いチーム作りに取り組んでい
きたいと考えています。

　
奥 

中
　
忍

北
消
防
署
長
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退職辞令 ３月２９日
消防局
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第１０６回　初任教育入校式 ４月４日
大阪府立消防学校

第１５５期　新任教育生辞令交付式 ４月１日
消防局

第１０５回　初任教育実科査閲・修業式 ３月２６日
大阪府立消防学校
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01 ことのは　　チームビルディング� 奥中　　忍

02 グラビア　　退職辞令� 編　集　部

03 グラビア　　第１０５回　初任教育実科査閲・修業式� 編　集　部

03 グラビア　　第１５５期　新任教育生辞令交付式� 編　集　部

03 グラビア　　第１０６回　初任教育入校式� 編　集　部

04 コンテンツ� 編　集　部

05 救急安心センターおおさかだより� 救　急　課

05 災害概況� 警　防　課

06 いらっしゃい、大阪消防です！� 清水　福蔵さんを訪ねて� 編　集　部

09 ニュースカプセル� 今年限定１０連休� 藤 井 英 一
イラスト・山田いつか

10 “ プロ ” 消防士の条件　　現場で求められる全身持久力は� 福田　悟志

12 レスキューナースからのメッセージ（３８）　　新年度が始まりました。� 辻　　直美

13 大阪市防火管理協会からのお知らせ� 編　集　部

14 コマンドアイ　　現場観察能力の向上� 西 方 面 隊

16 調査鑑識　　火災調査研究講演会について� 調 査 鑑 識

18 楽楽大阪弁万葉講座　　特別編　新元号「令和」に寄せて� 中村　　博

19 環状線� 各　所　属

26 お知らせ　　Ｇ２０大阪サミット　交通規制について� 総　務　課

27 大阪の消防ＮＥＷＳ　番外編� 大阪府立消防学校

28 大阪の消防ＮＥＷＳ� 池田市・松原市・和泉市・守口市門真市消防組合各消防本部

31 職務１　　愛称「あべのタスカル」　大阪市立阿倍野防災センター� 予　防　課

32 職務２　　平成３０年度国際消防救助隊員研修「第Ⅳ期」　２４時間実践的耐久訓練� 警　防　課

35 職務３　　予防部めぐり　放置ボンベ撲滅の取組について� 規　制　課

36 職務４　　大阪市火災予防条例の解説（６６）� 規　制　課

39 そやねん！教育訓練センター� 高度専門教育訓練センター

40 キセイカナビ　　消防法施行令、消防法施行規則　消防用設備等の設置及び技術上の基準について～昇任試験対策編～� 規　制　課

41 自衛消防隊紹介� 西 淀 川 区

41 女性防火クラブだより� 此　花　区

42 健康ダイアリー　　６月病� 人　事　課

43 親睦会だより　　平成３０年度親睦会マラソン大会� 大阪市消防職員親睦会

44 平成３０年度職員提案制度・はなまる活動表彰制度に係る事例発表及び市長表彰式� 企　画　課

45 功績表彰� 人　事　課

48 大阪めぐり（表紙）・編集室� 編　集　部

表紙：長居植物園／編集部
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大阪市の災害概況

救助活動 危害排除 水防活動 その他の
消防活動

平成31年
3月末累計 897 266 0 295

平成30年
3月末累計 878 291 0 269 

累計比較 19 ▲ 25 0 26

◎火災・救急以外の消防活動概況
救急出場

3月件数
（概数） 19,944

平成31年
3月末累計 61,606

平成30年
3月末累計 60,883

累計比較 723

◎救急概況

建物火災 小計 車両 船舶 爆発 その他 合計全焼 半焼 部分焼 ぼや

3月中合計 2 0 11 44 57 6 0 0 11 74 

平成31年
3月末累計 5 2 51 109 167 15 0 0 24 206 

平成30年
3月末累計 3 10 44 103 160 9 0 2 27 198 

累計比較 2 ▲ 8 7 6 7 6 0 ▲ 2 ▲ 3 8

◎火災概況

　これらは昨年５月頃の事例で、いずれも看護師からの 119 番転送で救急車が出動
し、迅速な救急搬送によって病院で「熱性けいれん」と診断され、入院しています。
熱性けいれんは、熱の出始めた 24 時間以内に多くみられますので、小さなお子様の
体調管理には十分注意してください。

　小さなお子様は、普段から健康管理をこころがけ、こまめにミルクやお
茶などで水分補給をするよう心がけましょう。また、けいれんを起こした
際、舌をかむことに不安を感じるかも知れませんが、口の中に物や指を入
れないように注意しましょう。物や指を口の中に入れることで、指をかま
れたり、窒息の原因となることがあります。他にも異変に気づき救急車を
呼ぶかどうかの判断に迷われた際は、救急安心センターをご利用下さい。

【事例１】　　０歳男の子：�けいれんを２回起こしたため�
心配になった。

【事例２】　　１歳男の子：�昨日の夕方から発熱があり、�
本日けいれんを起こした。

　吹く風も暑さを帯びてきて、すでに夏の気配すら感じられるようになりましたが、今年の長いゴールデ
ンウィークは、皆様いかがお過ごしですか。気温も先月と比べると少しずつ上がってきました。気温の変
化の大きい季節の変わり目は体調を崩すことが多いため、体調管理には十分に注意をしていただきますよ
うお願いします。
　今月は、「救急安心センターおおさか」に寄せられた相談のうち、小さなお子様のケースをご紹介します。

#7119 救急安心センターおおさかだより

～救急安心センターおおさか から～
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清水　福蔵さんを訪ねて
三好　正豊さんからのご紹介

扁
額
の
起
源

　

扁
額
の
起
源
は
、古
代
中
国

（
秦
漢
）の
宮
殿
や
諸
門
に
そ
の

名
を
書
い
た
額
を
掲
げ
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。建
物

の
名
称
や
そ
の
建
物
が
属
す
る

施
設
全
体
の
名
称
を
表
す
も
の

で
、後
に
仏
教
寺
院
の
諸
堂
、貴

人
や
文
人
の
邸
宅
に
も
掛
け
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
に
も
伝
え
ら
れ
て
、宮

殿
、寺
院
の
山
門
や
諸
堂
、神
社

の
鳥
居
や
社
殿
他
、奉
納
額
、老

舗
の
文
字
看
板
等
、色
ん
な
形

や
用
途
の
扁
額
が
生
ま
れ
ま
し

た
。扁

額
の
魅
力
と
は

　

扁
額
は「
建
物
の
顔
」と
し
て

一
番
目
立
つ
所
に
掛
け
ら
れ

て
あ
り
、揮
毫
者
に
は
、天
皇
、

貴
族
、将
軍
、武
士
、僧
侶
、文

化
人
、政
治
家
、実
業
家
等
々
、

様
々
な
人
が
居
ら
れ
ま
す
。掛
け

ら
れ
て
い
る
所
も
、宮
殿
、寺
院
、

神
社
、茶
室
、老
舗
の
店
舗
と
多

種
多
様
で
あ
り
ま
す
。

　

書
か
れ
た
文
字
は
、文
字
の

内
容
を
伝
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

大
き
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。政
治
的
な
も
の
と
し

て
は
、中
国
・
北
京
の
故
宮
の
扁

額
、沖
縄
・
首
里
城
の
扁
額
等
。

宗
教
的
な
も
の
に
は
、各
地
の
神

社
仏
閣
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
扁

額
。商
業
的
な
も
の
に
は
、著
名

人
が
揮
毫
し
た
文
字
看
板
を
店

頭
に
掲
げ
る
事
に
よ
り
、注
目

を
集
め
信
用
を
増
す
効
果
が
あ

り
、老
舗
の
顔
と
言
え
ま
す
。

　
「
扁
額
は
建
物
の
顔
で
、扁

額
の
中
に
は
文
化
と
歴
史
が
詰

ま
っ
て
い
る
」と
謂
わ
れ
て
い
ま

す
。江

戸
時
代
か
ら
の

歴
史
を
継
い
で

　

曽
祖
父
の
末
吉
が
初
代
で
、

慶
応
元
年
に
扁
額
を
収
め
た
記

録
が
あ
り
ま
す
の
で
、そ
れ
以
前

か
ら
額
看
板
の
製
作
を
し
て
い

た
よ
う
で
す
。「
清
水
末
商
店
」

は
、こ
の
店
を
始
め
た
曽
祖
父
の

名
を
採
っ
た
も
の
で
す
。

　

そ
こ
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
よ

う
に
、創
業
１
０
０
年
の
表
彰

を
京
都
府
か
ら
頂
い
て
お
り
ま

す
。京
都
で
は
、１
０
０
年
経
た

な
い
と
老
舗
と
は
呼
ん
で
い
た

だ
け
な
い
よ
う
で
す
か
ら
…
…
。

ま
た
、戦
災
で
燃
え
な
か
っ
た
の

で
、歴
史
の
あ
る
お
店
が
沢
山

残
っ
て
い
ま
す
。

扁
額
の
材
料
は

　

欅
を
使
っ
て
い
ま
す
。欅
は
硬

い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
お

ら
れ
ま
す
が
、良
い
欅
は
柔
ら
か

い
も
の
で
す
。こ
れ
は
作
業
す
る

時
の
感
覚
で
す
か
ら
、硬
い
事
に

は
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
良
い

材
質
の
も
の
は
刃
の
当
た
り
が

違
い
ま
す
。そ
れ
に
、欅
は
丈
夫

で
木
目
は
綺
麗
で
す
か
ら
、色
を

塗
っ
て
し
ま
う
の
は
勿
体
な
い
気

が
し
ま
す
。

　

今
ま
で
に
使
っ
た
物
の
中
で

一
番
大
き
い
も
の
は
、１
９
０
㎝

の
額
に
し
た
も
の
で
し
た
が
、最

清
し み ず

水　福
ふ く ぞ う

蔵さん

京都市認定「未来の名工」

プロフィール 
昭和36年12月28日	 京都市に生まれる
昭和55年	 家業の修業を始める
昭和60年	 京都府より、創業100年表彰を受ける
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INTERVIEW
消 防 さ ん 応 援 イ ン タ ビ ュ ー

近
は
良
い
物
が
少
な
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。お
金
を
出
せ
ば
良
い

物
は
あ
り
ま
す
が
、予
算
が
あ
り

ま
す
の
で
大
変
で
す
が
何
で
も

良
い
と
言
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
…
…
。

　

今
、作
業
し
て
い
ま
す
の
は
撞

木
に
付
け
る「
鈴
の
尾
」の
持
ち

手
部
分
の
桐
に
奉
納
さ
れ
る
方

の
氏
名
、年
月
日
を
彫
っ
て
、赤

と
黒
で
彩
色
を
し
て
納
品
し
ま

す
。元
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、

今
、制
作
し
て
い
る
物
に
は「
平

成
三
十
一
年
○
月
○
日
」と

彫
っ
て
い
ま
す
の
で
、平
成
最
後

の
仕
事
に
な
る
と
思
い
ま
す
。元

号
が
決
ま
れ
ば
、ま
た
忙
し
く
な

る
と
思
い
ま
す
。

　

材
料
の
桐
は
柔
ら
か
い
の
で
、

却
っ
て
彫
り
難
い
で
す
。こ
れ
は
、

飾
り
の
部
分
が
タ
コ
糸
を
編
ん

で
飾
り
に
し
て
補
強
を
し
た
も

の
で
す
か
ら
長
持
ち
し
ま
す
が
、

普
通
の
も
の
に
は
付
け
て
な
い
で

す
。こ
れ
は
、消
耗
品
で
す
か
ら

注
文
は
多
い
で
す
。

扁
額
創
り

　

歴
史
あ
る
家
業
を
継
ぐ
た
め

に
仕
事
に
つ
い
て

38
年
に
な
り
ま

す
。
扁
額
は
、
大

き
さ
に
よ
っ
て
制

作
の
日
数
は
変
わ

り
ま
す
が
、普
通

の
も
の
で
あ
れ
ば
、１
カ
月
位
で

す
。そ
れ
か
ら
、彩
色
、金
箔
仕
上

げ
の
た
め
に
其
々
専
門
の
業
者

さ
ん
が
居
ら
れ
ま
す
の
で
、そ
ち

ら
に
お
任
せ
し
て
お
り
ま
す
の

が
、更
に
１
カ
月
位
は
掛
か
る
と

思
い
ま
す
。

　

仕
事
に
つ
い
て
一
番
大
き
か

っ
た
物
は
、祖
父
・
正
文（
二
代

目
）と
父
・
國
雄（
三
代
目
）が
元

気
な
時
に
青
森
県
の
猿
賀（
さ

る
が
）神
社
の
も
の
で
、長
方
が

１
９
０
㎝
も
あ
り
ま
し
て
、３
カ

月
は
掛
か
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。

　

文
字
の
彫
刻
、額
縁
を
創
り
、

下
地
を
施
し
て
黒
漆
を
塗
る
所

ま
で
を
、こ
ち
ら
で
や
り
ま
す
。

こ
ち
ら
で
塗
る
漆
は
漆
器
に
塗

る
物
と
は
違
い
箔
用
の
漆
で
、金

箔
の
接
着
は
漆
で
や
り
ま
す
の

で
、次
の
作
業
を
考
え
た
漆
塗
り

で
す
。特
別
に
注
文
を
頂
く
物
は

２
カ
月
以
上
は
掛
か
り
ま
す
。

祖父・正文（2代目）

父・國雄（3代目）
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INTERVIEW
消 防 さ ん 応 援 イ ン タ ビ ュ ー

　

扁
額
の
縁
は
、神
社
用
は
雲

形
で
仏
閣
用
は
葵
形
と
山
の
形

や
数
が
違
い
ま
す
。

　

こ
の
仕
事
を
始
め
た
頃
は
、

三
代
揃
っ
て
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、二
人
の
仕
事
を
観
て
憶

え
ま
し
た
。親
子
で
も
作
業
の
仕

方
は
違
い
ま
す
か
ら
、自
分
の
形

に
な
っ
て
来
ま
し
た
。最
初
の
頃

は
、判
ら
な
い
時
に
は
聞
い
て
教

え
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
が
、指

導
し
て
く
れ
た
祖
父
が
20
年
前

に
、父
が
３
年
前
に
亡
く
な
っ
て

淋
し
く
な
り
ま
し
た
。

お
店
の
看
板
等
も

手
掛
け
て
い
ま
す

　

扁
額
を
主
に
創
っ
て
い
ま
す

が
、絵
馬
や
お
店
の
木
看
板
等

も
創
っ
て
い
ま
す
。

　

蕪
や
野
菜
を
描
い
て
形
を
現

し
た
看
板
は
、祖
父
が
最
初
に

作
っ
た
ん
で
す
が
、直
ぐ
に
真
似

を
さ
れ
ま
し
た
が
先
代
は
許
し

て
い
た
よ
う
で
す
。

　

扁
額
の
文
字
も
そ
う
で
す
が
、

注
文
を
頂
く
看
板
文
字
は
、揮

毫
さ
れ
た
通
り
に
表
現
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、薄
い
和

紙
を
使
っ
て
文
字
を

転
写
す
る
時
が
一

番
神
経
を
使
い
ま

す
。パ
ソ
コ
ン
に
取
り

込
ん
で
、プ
リ
ン
タ
ー

で
ス
キ
ャ
ン
し
て
拡

大
し
て
い
ま
す
。以
前
は
手
動
で

し
た
か
ら
遣
り
易
か
っ
た
ん
で

す
が
ね
…
…
。今
は
自
動
で
何
％

と
あ
り
ま
す
の
で
、拡
大
率
を
計

算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
却
っ
て
手
間
が
掛
か
り
ま
す
。

　

看
板
は
、お
菓
子
屋
さ
ん
、

昆
布
屋
さ
ん
を
は
じ
め
割
烹
等

様
々
で
す
か
ら
、彩
色
は
注
文
ど

お
り
に
仕
上
げ
て
い
ま
す
。欅
は

何
十
年
経
つ
と
味
わ
い
が
出
て

き
ま
す
。仕
事
は
一
期
一
会
で

す
か
ら
、彫
っ
て
い
て
か
す
れ
の

部
分
に
気
を
使
い
ま
す
。扁
額
の

大
き
さ
に
あ
わ
せ
て
、文
字
の
大

き
さ
や
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
位
置
を

決
め
る
に
も
真
剣
勝
負
で
す
。何

十
年
と
其
々
の
顔
と
し
て
沢
山

の
人
に
観
て
貰
う
物
で
す
か
ら

…
…
。

　

そ
の
生
ま
れ
た
京
都
で
仕
事

を
さ
せ
て
貰
っ
て
感
じ
ま
す
の

は
、本
物
志
向
で
す
か
ら
遣
り
甲

斐
は
あ
り
ま
す
。

神社用扁額

寺院用扁額

店舗用扁額
8 大 阪 消 防



今
年
限
定
10
連
休

4
月
27
日
～
５
月
６
日

　

天
皇
陛
下
が
4
月
30
日
に
退
位
さ
れ
、５
月
１
日
に
皇
太
子
殿
下
が
新
天
皇
に
即
位
さ
れ
た
。「
令
和
」時
代
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。即
位
の
1
日
と
即
位
を
内
外
に
宣
言
す
る「
即
位
礼
正
殿
の
儀
」を
行
う
10
月
22
日
を
今
年
に
限

り
祝
日
と
す
る
こ
と
か
ら
、4
月
27
日
か
ら
5
月
6
日
ま
で
の「
10
連
休
」と
な
っ
た
。働
き
蜂
か
ら
開
放
さ
れ
ゆ
っ

く
り
し
た
気
持
ち
の
中
、「
平
成
」時
代
の
出
来
事
を
思
い
起
こ
し
て
感
謝
し
、「
令
和
」時
代
に
新
た
な
期
待
を
託

し
た
い
。い
わ
ば“
節
目
の
10
連
休
”。

　

4
月
27
日（
土
曜
）か
ら
ス
タ
ー
ト
▽
28
日（
日
曜
）▽
29
日（
昭
和
の
日
）▽
30
日（
祝
日
に
挟
ま
れ
た
日
を
休
日

と
す
る
祝
日
法
に
基
づ
く
）▽
5
月
1
日（
新
天
皇
陛
下
即
位
で
祝
日
）▽
2
日（
祝
日
に
挟
ま
れ
た
日
を
休
日
と

す
る
祝
日
法
に
基
づ
く
）▽
3
日（
憲
法
記
念
日
）▽
4
日（
み
ど
り
の
日
）▽
５
日（
こ
ど
も
の
日
）▽
６
日（
振
り
替

え
休
日
）。

即
位
の
1
日
は
、メ
ー
デ
ー

　

新
天
皇
が
即
位
さ
れ
る
1
日
は
、メ
ー
デ
ー
の
日
で
も
あ
る
。労
働
者
の
団
結
と
連
帯
を
示
す
国
際
的
統
一
行
動

日
。１
８
８
６
年
の
こ
の
日
、ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
が「
８
時
間
の
労
働
、８
時
間
の
休
息
、８
時
間
の
教
育
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
ス
ト
ラ
イ
キ
や
デ
モ
を
実
行
し
た
。１
８
８
９
年
、パ
リ
で
の
第
２
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
創
立
大
会
で
、１
日
を

「
万
国
労
働
者
団
結
の
日
」と
定
め
、翌
年
に
第
１
回
メ
ー
デ
ー
が
各
国
で
行
わ
れ
た
。

　
「
日
本
で
は
１
９
０
５
年
、平
民
社
で
開
か
れ
た『
メ
ー
デ
ー
茶
会
』が
メ
ー
デ
ー
集
会
の
最
初
と
さ
れ
る
。公
に
は

１
９
２
０
年
５
月
２
日（
日
曜
）に
上
野
公
園
で
労
組
主
催
の
メ
ー
デ
ー
が
開
か
れ
た
」と
、毎
日
新
聞
社
刊「
き
ょ
う

は
何
の
日
？
」は
伝
え
る
。戦
後
１
９
５
２
年
の
メ
ー
デ
ー
は
荒
れ
、デ
モ
隊
の
２
人
が
射
殺
さ
れ
る
と
い
う
事
件
も

起
き
た
が
、東
西
冷
戦
終
結
後
は
年
々
家
族
ぐ
る
み
の
な
ご
や
か
メ
ー
デ
ー
に
様
変
わ
り
し
て
き
て
い
る
よ
う
だ
。

メ
ー
デ
ー
の
あ
り
よ
う
に
も
時
代
の
波
が
感
じ
ら
れ
る
。

ス
ト
ッ
プ
い
じ
め
、平
和
な
国
へ

　

そ
の
東
西
冷
戦
終
結
、さ
ら
に
は
中
国・天
安
門
事
件
か
ら
30
周
年
の
今
年
。6
月
28
日
に
は
、Ｇ
20
首
脳
会
議

が
大
阪
市
内
の
会
場
で
開
催
さ
れ
、世
界
の
首
脳
が
集
結
す
る
。ま
た
4
月
の
統
一
地
方
選
に
続
き
夏
に
は
参
院
選

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。10
月
か
ら
は
消
費
税
が
8
％
か
ら
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
。ま
た
９
月
20
日
か
ら
11
月
２

日
ま
で
ラ
グ
ビ
ー
Ｗ
杯
が
日
本
で
開
催
さ
れ
、世
界
の
強
豪
20
カ
国
が
集
結
す
る
な
ど
、に
ぎ
や
か
な
１
年
に
な
り

そ
う
だ
。

　

ル
ー
ル
も
心
構
え
も
未
整
備
の
中
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
軸
に
し
た
ネ
ッ
ト
革
命
が
猛
ス
ピ
ー
ド
で
進
む
。エ
チ
ケ
ッ

ト
や
良
識
が
地
に
堕
ち
、油
断
も
隙
も
な
い
事
態
に
至
っ
て
い
る
よ
う
だ
。便
利
さ
の
み
が
強
調
さ
れ
る
が
、私
た
ち

の
生
活
の
大
切
な
分
野
が
守
ら
れ
て
い
る
の
か
、人
間
と
し
て
必
要
な
モ
ラ
ル
を
こ
れ
か
ら
維
持
で
き
る
の
か
。「
憲

法
記
念
日
」や「
こ
ど
も
の
日
」に
、我
が
家
で
も
い
じ
め
や
虐
待
防
止
、世
界
の
平
和
を
話
し
合
う
こ
と
に
し
よ
う
。

◎
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
　
藤
井
　
英
一

61

コラムで、現代の世相を斬る！
コラムニスト藤井氏によるニュース解説と、
その背景にうごめく時代の渦を照らします。

第

回

News Capsule

イラスト：山田いつか
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からのからの
vol.38

新しい事ばかりだとワクワクして、それにチャ
レンジすることが楽しくて仕方ない！不安よ
りも期待の方が上回っています。

　ここに、「防災」を伝える事の大きなヒント
が隠されていると私は思うのです。大人は、防
災講座に対してかなりネガティブ、そして他
人事だと捉えています。それは、今までの防災
訓練のイメージがあるからです。だから足が
向かない……。残念ですが、これが現実なの
です。
　防災弱者が出来る事は、大人なら絶対に出
来るはず。そして、防災弱者である子供たちが
興味を持つ訓練なら、放っておいても子供た
ちがキャーキャー笑いながら参加をしますから、
その体験をおうちに帰って得意げな顔で家族
に話します。
　この動線が出来たなら、防災講座は一気に
広まると思います。何故なら、子供たちが興味
を持って動くと、周りを巻き込む事は簡単です。
防災のリーダーは大人でなくてはならないと
言う定義はありません。むしろ、家族の中の防
災リーダーを子供にしても良いのでは?と思っ
ています。

　子供でなければ見えない視点、考え方は、頭
が硬くなった大人には斬新すぎて理解できな
いこともあるでしょう。でも、それを頭から否
定せず、いちど素直にやってみることをお勧
めします。やりながら修正をする。動きながら、
振り返ってみる。みんなでフリートークして
みるというのはどうでしょうか……。
　もっと肩の力を抜いて、防災を日常に！そ
こに、子供の力をぜひ加えてみてはいかがで
しょうか？

新年度が始まりました。

　春は期待でワクワクする反面、メンタルが不
安定になりがちで落ち込みやすく鬱になりや
すい時期で、つまり表裏一体の季節なんです。
　これは新人に限らず、ベテランにも陥る方も
おられます。何故なら、人は「新しいことに対
して抵抗を感じる」、「何かを変えたくない」と
いう気持ちが働くからです。
　この得体の知れない不安は、人に伝染しやす
くチームの中、職場の中、家庭の中に「不安」を
持っている人がいると,そこにいる人達がなん
となくその空気に呑まれてしまいがちです。
これも災害心理的には「集団的心理」といわれ、
みんなと同じでありたい。そして、不安な心理
状態の人に引っ張られてしまいがちです。
　こう考えてみると災害心理は、非日常的な事
ではなく、こんな身近な所に潜んでいるのです。
だから災害心理対策の訓練はいつでも出来る
んですよ。 

　不安についてですが、小学２年生をイメージ
してください。彼らは不安で仕方ないでしょ
うか？いや、期待にワクワクしていますよね。
　では、親御さんはどうでしょうか？何も起
こっていないのに、自分の経験から「マイナス
要素」を見つけ出しては自分勝手に不安になっ
ています。「大人が不安になることの８割は妄
想である」と言うデータが出ている位、勝手な
思い込みでしかなかったりします。
　当の小学生は、？？と楽しそう……。小学1
年生の頃とは明らかに違います。一年間の小
学校の生活を体験した事で、「何も知らない事
から来る不安」は払拭され、一年間の流れを経
験を通して把握しています。
　何よりも「新しいことをする事は楽しい事」
という体験を山ほどしてきた事で、次の1年も

12 大阪消防



防火・防災管理講習日程表

回 数 開 催 日

第3回 令和元年7月19日（金）

●甲種防火管理再講習
　講習会場：大阪市消防局生野分室
　講習時間：１４：００～１６：００〔                        〕

回 数 開 催 日

第4回 令和元年7月12日（金）

●防災管理新規講習
　講習会場：大阪市消防局生野分室
　講習時間：１０：００～１5：3０ 〔                        〕

回 数 開 催 日

第8回 令和元年7月 6 日（土）、7 日（日）

第9回 令和元年7月13日（土）、14日（日）

第10回 令和元年7月23日（火）、24日（水）

第11回 令和元年7月29日（月）、30日（火）

●甲種防火管理新規講習
　講習会場：阿倍野防災センター
　講習時間：両日とも１０：００～１６：００〔                           〕

●乙種防火管理講習
　講習会場：大阪市消防局生野分室
　講習時間：１０：0０～１6：0０〔 　　　　          〕

回 数 開 催日

第1回 令和元年7月31日（水）

●防火・防災管理再講習
　講習会場：大阪市消防局生野分室
　講習時間：１4：0０～１7：0０〔　                     〕

回 数 開 催日

第3回 令和元年7月11日（木）

第4回 令和元年7月28日（日）

●防火・防災管理新規講習
　講習会場：阿倍野防災センター
　講習時間：両日とも１0：００～１７：００〔　                    　 〕

回 数 開 催 日

第6回 令和元年7月 8 日（月）、9 日（火）

第7回 令和元年7月16日（火）、17日（水）

第8回 令和元年7月25日（木）、26日（金）

大阪市防火管理協会からのお知らせ
販売図書のご案内

●�消防関係法令、大阪市火災予防条例（平成 28年 3月2日改正
の内容）などを収録した実務書です。
●�消防組織法、消防法、消防法施行令、消防法施行規則、危険物
の規制に関する政令、建築基準法［抄］及び同法施行令［抄］の
ほか、南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措
置法などを掲載しています。
●�条文の後に「解説」､「参照」を加えて、政令や総務省令等の関係
法令や法令改正経過が分かりやすくなっています。

・平成31年４月１日発行、Ａ５判、図書重量 820ｇ
　編集・	発行／一般社団法人大阪市防火管理協会
	 監修／大阪市消防局

消防関係法令集　
価格 ２０００円（税込）
［会員の方は、特別価格で
販売いたします］

【お問い合わせ・お申込み先】
（一社）大阪市防火管理協会　
〒544-0021 大阪市生野区勝山南４丁目７番11号
TEL：06-6741-2130 　FAX：06-6712-2130
E-mail：info@sonae.or.jp

【内容】
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西
方
面
隊

コ
マ
ン
ド
ア
イ

様
々
な
事
案
か
ら
災
害
活
動
を
振
り
返
る

COMMAND

EYE

今
回
の
テ
ー
マ

今
回
の
テ
ー
マ

現
場
観
察
能
力
の
向
上

は
じ
め
に

　
私
た
ち
が
火
災
指
令
の
ト
ー
ン

を
聞
き
、火
災
が
発
生
し
て
い
る
建

物
に
到
着
す
る
ま
で
に
現
場
の
情

報
を
ど
れ
く
ら
い
知
る
こ
と
が
で
き

る
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
ず
は
出
場
指
令
時
の
音
声
や

大
消
本
部
か
ら
無
線
で
送
ら
れ
る

通
報
内
容
、指
令
書
や
Ａ
Ｎ
Ｓ
I
Ｎ

の
指
揮
伝
達
項
目
な
ど
を
想
像
を

す
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
う
。

　
し
か
し
現
場
に
到
着
し
た
と
き

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　『
上
手
く
ホ
ー
ス
を
伸
ば
せ
る

か
』や『
要
救
助
者
が
い
た
場
合
ど

の
よ
う
に
救
出
し
よ
う
か
』と
い
う

よ
う
な
現
場
の
活
動
だ
け
に
気
持

ち
が
先
走
っ
て
し
ま
い
、建
物
の
外

観
か
ら
推
測
で
き
る
、現
場
活
動
に

有
効
な
様
々
な
情
報
を
見
逃
し
て

い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
建
物
を
し
っ
か
り
と
見
る
こ
と

に
よ
り
、通
報
者
や
近
隣
者
か
ら
の

情
報
以
外
の
重
要
な
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、そ
の
点

に
つ
い
て
記
述
し
て
い
く
。

見
る
目
を
養
う

　
こ
れ
は
普
段
の
生
活
や
業
務
に

お
い
て
意
識
し
て
見
る
こ
と
に
よ
り

建
物
の
構
造
や
特
徴
を
見
る
目
が

養
わ
れ
現
場
に
活
き
て
く
る
。例
え

ば
立
入
検
査
や
防
火
指
導
な
ど
署

外
活
動
す
る
際
に
、ぼ
ん
や
り
と
建

物
を
見
る
の
で
は
な
く
、は
じ
め
に

建
物
を
観
察
し
構
造
や
危
険
な
箇

所
の
推
測
を
行
う
。そ
の
後
、立
入

検
査
で
あ
れ
ば
内
部
の
確
認
を
行

い
、自
分
の
推
測
と
一
致
し
て
い
る

か
を
確
認
す
る
。一
般
住
宅
で
は

内
部
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
建
物
の
構
造
や
間
取
り
、面

積
を
算
定
す
る
癖
を
付
け
る
ほ
か
、

不
動
産
業
者
の
チ
ラ
シ
や
モ
デ
ル

ル
ー
ム
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
な
ど
で

間
取
り
や
写
真
を
見
る
こ
と
が
で

き
、大
阪
市
内
の
一
般
的
な
間
取

り
や
面
積
な
ど
の
参
考
に
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
間
取
り
を
把
握
す
る
こ
と
が
出

来
れ
ば
、人
命
検
索
や
消
火
な
ど

屋
内
で
の
活
動
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ

と
が
出
来
る
。

14 大阪消防



KEEP OUT CAUTION   KEEP OUT CAUTION   KEEP OUT CAUTION  KEEP OUT    KEEP OUT CAUTION  KEEP OUT    KEEP OUT CAUTION  

コマンドアイ COMMAND EYE
　

写
真
の
建
物
で
は
、こ
の
面
か
ら

お
お
よ
そ
の
間
取
り
を
推
測
す
る

こ
と
が
出
来
る
。

　

玄
関
の
横
の
面
格
子
設
置
の
窓
は

『
キ
ッ
チ
ン
』、左
側
の
給
湯
器
が
設

置
さ
れ
て
い
る
面
格
子
が
２
箇
所

設
置
の
窓
は『
風
呂
・
ト
イ
レ
』、２

階
は『
寝
室
』と
い
う
主
要
な
間
取

り
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
、通
報

内
容
や
聞
き
込
み
の
情
報
と
合
わ

せ
て
優
先
検
索
場
所
の
参
考
と
な

る
。さ
ら
に『
玄
関
先
に
車
イ
ス
が

置
か
れ
て
い
る
と
足
の
不
自
由
な

人
が
居
る
の
か
』『
物
干
場
に
幼
児

用
の
服
が
干
さ
れ
て
い
る
と
小
さ
い

子
供
が
居
る
の
か
』な
ど
が
加
わ
れ

ば
よ
り
一
層
活
動
の
参
考
と
な
る

情
報
が
増
え
る
。

　

次
に
延
焼
危
険
を
考
え
る
と
、ま

ず
構
造
様
式
を
正
確
に
把
握
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

写
真
の
建
物
の
構
造
様
式
を
言

え
る
だ
ろ
う
か
。

　

木
造
瓦
葺
モ
ル
タ
ル
塗
２
階
建

住
宅
の
１
階
か
ら
出
火
す
れ
ば
ど

の
よ
う
に
燃
え
広
が
る
だ
ろ
う
か
。

ま
た『
東
西
南
北
の
建
物
の
隣
接
状

況
・
道
路
幅
・
構
造
様
式
、特
に
外

壁
の
構
造
や
開
口
部
は
ど
う
か
』な

ど
見
る
べ
き
と
こ
ろ
は
多
い
。

　

こ
こ
で
建
物
の
面
積
の
算
定
の

目
安
を
紹
介
す
る
。例
え
ば
俯
瞰
図

で
あ
れ
ば
窓
１
枚
を
90
㎝
と
し
間

口
の
窓
が
４
枚
分
と
し
て
3.6
ｍ
。奥

行
は
そ
の
２
倍
と
考
え
7.2
ｍ
で
あ
る

の
で
、掛
け
る
と
25
．92
㎡
と
な
る

の
で
建
面
積
30
㎡
と
し
計
算
す
る
。

　

窓
以
外
に
も
間
口
の
算
定
方
法

と
し
て
、玄
関
ド
ア・
引
き
戸
の
幅

は
１
ｍ
、シ
ャ
ッ
タ
ー
１
枚
の
幅
が

２
ｍ
な
ど
方
法
は
様
々
で
あ
る
。面

積
が
わ
か
る
こ
と
に
よ
り
増
強
の

要
否
の
判
断
す
る
材
料
や
災
害
の

規
模
を
把
握
す
る
う
え
で
重
要
で

あ
る
。ま
た
間
口
や
奥
行
が
わ
か
る

こ
と
で
面
積
を
計
算
す
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、『
１
階
の
奥
ま
で
消
火

を
す
る
た
め
に
玄
関
先
で
余
裕

ホ
ー
ス
を
半
分
く
ら
い
取
っ
て
お
こ

う
』や『
奥
行
が
７
ｍ
く
ら
い
や
か
ら

い
つ
も
訓
練
し
て
い
る
会
議
室
と
同

じ
く
ら
い
の
奥
行
や
な
』な
ど
と
活

動
す
る
上
で
も
イ
メ
ー
ジ
が
し
や
す

い
も
の
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

情
報
と
い
う
の
は
自
ら
取
り
に

行
く
も
の
で
あ
る
。無
線
や
指
令
書

か
ら
得
ら
れ
る
情
報
を
有
効
に
活

用
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る

が
、自
分
の
目
で
出
来
る
限
り
の
情

報
を
取
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。そ
の
た
め
に
日
頃
か
ら

建
物
構
造
や
周
囲
の
状
況
な
ど
観

察
す
る
癖
を
付
け
、情
報
収
集
能

力
を
高
め
る
こ
と
が
プ
ロ
の
消
防

職
員
と
し
て
必
要
な
こ
と
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

（
文
責　

神
村
）

俯瞰図
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に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。内

容
は
、１
８
８
７
年（
明
治
20
年
）に
お
け

る
近
代
的
な
火
災
保
険
会
社
が
創
立
さ

れ
た
こ
と
を
機
に
火
災
保
険
制
度
が
始

ま
り
、保
障
内
容
は
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
変
化
し
な
が
ら
現
在
の
火
災
保

険
制
度
が
確
立
し
た
流
れ
。そ
の
中
で
、

事
故
に
関
す
る
事
実
関
係
や
因
果
関

係
、損
害
額
算
定
、不
正
請
求
な
ど
を
調

査
す
る
損
害
保
険
登
録
鑑
定
人
が
で

き
、損
害
保
険
会
社
や
保
険
加
入
者
、被

害
に
遭
わ
れ
た
方
等
に
対
し
て
、中
立
な

立
場
で
公
正
に
損
害
の
額
を
算
出
す
る

と
い
っ
た
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。本
講
演
は
、火
災
と
い
う
非
日
常
を

業
務
と
し
な
が
ら
も
、火
災
被
害
の
負
担

軽
減
を
補
償
す
る
他
機
関
の
調
査
内
容

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

調査
鑑識

は
じ
め
に

火
災
調
査
研
究
講
演
会
は
、火
災
調

査
に
関
係
す
る
専
門
的
知
識
の
習
得
を

目
指
し
、学
識
経
験
者
、専
門
家
等
を
招

き
平
成
29
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、今

回
で
３
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。本

来
は
昨
年
９
月
に
予
定
し
て
い
ま
し
た

が
、台
風
21
号
に
よ
る
災
害
対
応
の
た
め

延
期
と
な
り
、今
回
の
開
催
に
至
り
ま
し

た
。

講
演
会
概
要

開
催
日
時

平
成
31
年
２
月
７
日（
木
）　

10
時
30
分
〜
17
時
15
分

開
催
場
所

大
阪
市
消
防
局
７
階
講
堂

聴
講
者

消
防
職
員
２
６
０
名

（
大
阪
市
以
外
含
む
）

　平成31年２月７
日に、「火災調査
研究講演会」とし
て、火災調査に係
る関係機関の活
動内容、当局の研
究発表、学識経験
者による講義、警
察機関との更なる
連携についての講
演会を消防局の７
階講堂で開催した。
今回はその内容に
ついて紹介する。

予 防 部 予 防 課

講
演
及
び
発
表
内
容
等

損
害
保
険
会
社
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
火
災
調
査

火
災
保
険
制
度
の
仕
組
み
と
運
用

一
般
社
団
法
人 
日
本
損
害
保
険
鑑

定
人
協
会 

専
務
理
事 
梅
田 

厚 

氏
に

火
災
保
険
制
度
の
仕
組
み
や
そ
の
運
用

今
回
の
テ
ー
マ

火
災
調
査
研
究
講
演
会
に
つ
い
て

火災調査研究講演会

題目 講師又は発表者

1 「損害保険会社による火災調査」
‐火災保険制度の仕組みと運用‐

一般社団法人
日本損害保険鑑定人協会
専務理事　梅田　厚　氏

2
平成30年度日本火災学会研究発表

「リチウムイオン二次電池の低・高エネルギー状態
での燃焼実験結果について」

予防課（調査鑑識）
消防司令補　村上　芳郎

3 特別講演
「火災安全に関連する試験・再現実験が示すもの」

国立大学法人　信州大学　繊維学部
機械・ロボット学科

博士（工学）　若月　薫　准教授

4

火災調査シンポジュウム
テーマ

「消防における火災調査と
警察における火災事件捜査」

・ 大阪府警察本部刑事部鑑識課職員
・ 大阪府警察本部刑事部捜査第１課職員

・ 大阪府警察本部刑事部科学捜査研究所職員　
・予防課（調査鑑識）担当副課長　消防司令長　木南　尊嗣

・予防課（調査鑑識）担当係長　消防司令　橋本　巌
・西消防署　警防担当　消防司令補　金丸　修

損害保険会社による火災調査
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平
成
30
年
度
日
本
火
災
学
会

研
究
発
表
会

ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
紹
介

　
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
の
低・高

エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
で
の
燃
焼
実
験
結
果

に
つ
い
て

平
成
30
年
５
月
30
日（
水
）、北
九
州

国
際
会
議
場
で
開
催
さ
れ
た
日
本
火
災

学
会
研
究
発
表
会
に
お
い
て
、当
局
が
発

表
し
た
内
容
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

大
阪
市
内
で
発
生
し
た
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
二
次
電
池
起
因
の
火
災
事
案
か
ら

実
験
を
通
し
て
、低
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
と

高
エ
ネ
ル
ギ
ー
状
態
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

二
次
電
池
を
内
部
か
ら
焼
損
さ
せ
た
場

合
と
外
部
か
ら
焼
損
さ
せ
た
場
合
に
あ

る
一
定
の
違
い
を
発
見
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
経
過
と
実
験
の
内

容
を
紹
介
し
、そ
の
結
果
を
原
因
究
明
へ

と
繋
げ
る
こ
と
を
一
枚
の
ポ
ス
タ
ー
と

し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
り
、実
験
と
考

察
を
通
じ
て
、リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
が
内
部
短
絡
に
よ
り

出
火
し
た
場
合
は
、電
極

に
使
用
さ
れ
て
い
る
銅
箔

に
部
分
的
な
焼
失
が
見

ら
れ
る
が
、一
方
で
外
部

か
ら
受
熱
し
た
場
合
は

銅
箔
に
影
響
は
見
ら
れ
な

い
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、出
火

箇
所
付
近
に
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
二
次
電
池
を
装
着
し

た
電
気
製
品
が
存
在
し

た
場
合
の
出
火
原
因
の
判
定
に
大
き
く

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

特
別
講
演

火
災
安
全
に
関
連
す
る
試
験・再
現
実
験

が
示
す
も
の

消
防
庁
の
消
防
研
究
セ
ン
タ
ー
時
代

に
、大
阪
市
個
室
ビ
デ
オ
店
、姫
路
市
工

場
火
災
、福
山
市
ホ
テ
ル
火
災
、長
崎
市

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
火
災
な
ど
の
社
会
的

影
響
の
大
で
あ
る
火
災
調
査
に
携
わ
ら

れ
た
国
立
大
学
法
人 

信
州
大
学 

繊
維

学
部 

機
械
・
ロ
ボ
ッ
ト
学
科 

博
士（
工

学
） 

若
月 

薫 

准
教
授
よ
り
特
別
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。

・
火
災
の
成
長
と
温
度
の
関
係

・フ
ラ
ッ
シ
ュ
オ
ー
バ
ー
と
バ
ッ
ク
ド
ラ
フ
ト

・
素
材
の
燃
焼

・
火
災
調
査
と
燃
焼
実
験

・�

車
両
排
気
に
よ
る
周
囲
可
燃
物
へ
の
着

火
に
関
わ
る
検
証
実
験

・
今
後
の
再
現
実
験
の
あ
り
方

等
に
つ
い
て
ご
講
演
さ
れ
、最
後
に
、火

災
調
査
の
た
め
の
火
災
実
験
に
つ
い
て
、

実
ス
ケ
ー
ル
の
実
験
は
費
用
や
実
験
場

を
潤
沢
に
用
意
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

が
目
的
を
限
定
し
て
小
型
実
験
な
ど
を

精
密
に
再
現
さ
せ
る
こ
と
で
、一
人
で
も

多
く
の
消
防
職
員
が
火
災
現
象
に
つ
い

て
よ
り
深
い
理
解
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

言
葉
を
込
め
ら
れ
ま
し
た
。

火
災
調
査
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

テ
ー
マ「
消
防
に
お
け
る
火
災
調
査
と
警

察
に
お
け
る
火
災
事
件
捜
査
」

消
防
に
お
け
る
火
災
調
査
と
警
察
に

お
け
る
火
災
事
件
捜
査
に
つ
い
て
、火
災

調
査
及
び
火
災
事
件
捜
査
の
目
的
、各

機
関
の
役
割
や
連
携
、大
阪
市
内
の
火

災
調
査
体
制
、火
災
調
査
及
び
火
災
事

件
捜
査
に
お
け
る
現
場
で
の
具
体
的
な

活
動
内
容
、実
況
見
分
及
び
現
場
検
証

後
の
活
動
、消
防
機
関
と
警
察
機
関
の

調査鑑識

更
な
る
連
携
、向
上
を
目
指
し
て
の
相
互

の
要
望
等
の
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し

た
。終
了
後
の
聴
講
者
か
ら
の
警
察
機
関

へ
の
質
疑
応
答
に
つ
い
て
も
、積
極
的
に

行
わ
れ
ま
し
た
。災
害
現
場
で
の
更
な
る

連
携
強
化
に
繋
が
っ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

あ
っ
た
と
考
え
ま
す
。

お
わ
り
に

今
回
の
火
災
調
査
研
究
講
演
会
は
、

「
損
害
保
険
会
社
に
よ
る
火
災
調
査
」、

「
日
本
火
災
学
会
研
究
発
表
の
紹
介
」、

「
火
災
安
全
に
関
連
す
る
試
験
・
再
現
実

験
の
重
要
性
」「
警
察
機
関
と
の
連
携
」

と
多
岐
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。

火
災
原
因
の
究
明
に
つ
い
て
は
、現
場

経
験
及
び
専
門
的
知
識
が
必
要
と
さ
れ

る
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。火
災
件
数
が
減

少
し
実
経
験
が
減
少
す
る
中
、自
身
が

経
験
し
た
火
災
以
外
の
経
験
値
の
向
上

の
た
め
に
は
火
災
調
査
事
例
発
表
会
等

を
実
施
し
、情
報
を
共
有
し
経
験
を
補
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、専
門
的
知
識
を
向
上
し
、科
学

的
火
災
原
因
調
査
技
法
を
確
立
す
る
た

め
に
は
、学
識
経
験
者
等
を
招
き
本
講

演
会
の
様
な
専
門
的
な
知
識
を
習
得
す

る
必
要
性
が
あ
り
ま
す
。予
防
課（
調
査

鑑
識
）で
は
、平
成
31
年
度
以
降
も
様
々

な
分
野
の
講
師
を
招
き
、火
災
調
査
研

究
講
演
会
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
き
、

更
に
当
局
の
火
災
調
査
の
レ
ベ
ル
を
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
文
責　

山
口
）

火災安全に関連する試験・再現実験が示すもの

平成30年度日本火災学会研究発表会ポスター
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楽
に
分
っ
て
楽
し
い
古
典

楽
楽
大
阪
弁
万
葉
講
座

（
特
別
編
）

  

新
元
号「
令
和
」に
寄
せ
て

中
村  

博

（
作
者
略
歴
）犬
養 

孝
教
授
の
万
葉
集
講
義
を
受
け
、「
万
葉

の
旅
・
犬
養 

孝
著
」掲
載
故
地
３
０
９
カ
所
完
全
踏
破
。犬
養

先
生
揮
毫
歌
碑
１
４
２
基
全
探
訪
。万
葉
歌
４
５
１
６
首
の
関

西
弁
訳
完
成「
万
葉
歌
み
じ
か
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　３月９日晴天の中、春の火災予防運動
の一環として「子供も大人も防災につい
て楽しく学ぶ」をテーマに、消防署開放
デイを開催しました。半日の日程でした
が２６０名もの人に来場して頂きました。
　今回は、地域住民の方と「共に触れ合
い！共に創る！」ことを目的とし、セイ
バーミライとの触れ合いは勿論のこと、
オープニングでは、地域の方をメインに
築港中学校の生徒による吹奏楽演奏とダ
ンス、さらに築港女性会の方が「美らエ
イサー」を披露し、華やかにスタートを

飾って頂きました。
　また、当署ならではの消防艇乗船見学
体験をはじめとして、防火服着装体験、
子どもレスキュー体験、煙体験、初期消
火体験など各防災「体験」コーナーと
展示コーナー（築港小学校生徒の防火図
画・女性会の生け花・火災予防啓発ビデ
オ放映）で、スタンプラリーを行いなが
ら当署を「探検」してもらうことにより、
親子で消防に親しみを感じ、防災のヒン
トを持ち帰って頂く良い機会となりまし
た。（田中）

環状線

水上

L O O P  L I N E

探検！体験！消防署開放Dayだぁ！

Pi c k  U p

©TOMY「トミカ」は株式会社タカラトミーの登録商標です。
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北

消防体験メッセ2019
　春の火災予防運動の一環として、３月10日、当署
において「消防体験メッセ2019」を開催しました。
初期消火体験、起震車による地震体験の他、救助訓
練の展示を実施しました。
　雨天にもかかわらず多数の方に来場していただ
き、「セイバーミライ」、「レスキューパンダたすける」
とも笑顔で写真撮影をされているのが印象的でした。
　防火・防災意識の高揚並びに消防業務についての
理解を深めていただく良い機会となりました。（東出）

福島

都島此花

　３月５日、北区保健福祉センターにおいて、女性防火
クラブの防火教室を開催しました。
　総勢30名のクラブ員が参加され、予防課調査鑑識係
員を講師に招き、トラッキング火災、スプレー缶の火災
実験等で家庭における様々な防火を学んで頂きました。
　その後、会場は料理教室に様変わりし、ライフライン
が途絶した場合を想定し限られた食材での２品が完成。
電気・ガス・水の大切さを噛みしめながら試食されてい
ました。（内山）

女性防火クラブ防火教室
　３月22日、自治体消防発足（昭和23年３月７日）
を記念して制定された「消防記念日」にちなみ、地
域における防火・防災活動の推進や事業所の自主
防火管理体制構築にご尽力いただいた皆様方を表
彰しました。
　昨年管内では17件の火災が発生し、前年との比
較で10件減少しました。これは火事を出さない・
起こさせないとの皆様方の取り組みの成果です。引
き続き火災予防にご協力をお願い致します。（井上）

平成31年福島消防署記念日表彰式

　３月１日、春の火災予防運動にあわせ、大阪メトロ谷
町線都島駅で都島女性防火クラブのご協力をいただき
街頭広報を実施しました。
　女性防火クラブ員様の「火の用心お願いします！」の
大きなかけ声のおかげで、通勤途中の皆様に防火意識
の高揚を強くアピールすることができました。
　都島区は繁華街、高層マンション群、住宅密集地域
等、様々な地域特性を持ち合わせていますが、これか
らも地域の皆様と協力し、火災ゼロをめざします。（渡邊）

火の用心お願いします！
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環状線L O O P  L I N E

中央

防災講演会　開催！
　３月12日、春の火災予防運動に伴い、関西大学社会安
全学部特別任命教授の河田惠昭氏をお招きし、「平成30
年の連続災害の教訓」と題して講演をしていただきました。
　寒い中、平日にもかかわらず250名もの市民の方が来
場され、河田氏も大きな災害から命を守るために必要な
「防災、減災、縮災」について熱く語られていました。
　「災害を防ぐ、減らす」ことはもちろんのこと、被災後
の復興を含めた「被害の期間を縮める」ということを考え
させられた講演会でした。（和田）

港

西大正

　「４F中央エスカレーターから火災発生。外国人観光客
が多数。あなたはどうしますか？」消防職員からの問いか
けに対し真剣な表情で考える参加者たち。
　これは３月６日、京阪ビルディングで行われた外国人対
応の災害情報伝達や避難誘導についての研修会の風景で
す。約60名の参加者は、どのように工夫すれば外国人に
も必要な情報がスムーズに伝わるのかを検討しました。
　「安全という最高のおもてなしを」そんな思いが詰まっ
た研修会となりました。（川勝）

安全という　おもてなしを
　平成30年中、火災の発生ゼロを達成された「八幡
屋連合振興町会」に対し署長表彰を実施しました。
　当町会は、消防署が行う火災予防啓発行事等に積極
的に参加されています。また、日頃から住民の皆様が中
心となって防災訓練を行うなど、火災予防に心掛けて
来られた結果が今回の表彰へ繋がったのだと思います。
　表彰を受け、喜びの声を上げるだけでなく、防火防
災に対する関心と町会の団結がさらに大きく高まったと
感じました。（沖）

火災ゼロ達成!!

　２月 28日、春の火災予防運動に合わせて
消防局と大阪ガス㈱との火災予防啓発の連携
に関する協定の締結に伴い、消防・大阪ガス
㈱・西区女性防火クラブ合同で住宅防火訪問
を実施しました。
　今後、大阪ガス㈱が一般家庭のガス機器修
理等の際に、住宅
用火災警報器等の
維持管理状況確認
や普及啓発を併せ
て行う予定で、住
宅火災被害軽減に
向けて強力な連携
を確信した防火訪
問となりました。
（線﨑）

合同防火訪問実施
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天王寺

迅速な人命救助活動に市長表彰状

防災エンスショー開催
　３月７日、当署においてサイエンスインスト
ラクターとして活動されている阿部清人氏を
お招きして防災講演会を実施しました。
　東日本大震災で被災された経験を元に、“防
災 ”に関する様々な情報を、“科学 ”（サイエ
ンス）実験を交えた “防災エンスショー ”でわ
かりやすくお話し
いただきました。
　聴講者からは
『おぉ～』という
感心の声がいくつ
も上がり、聴講者
一人ひとりの防災
に対する意識の向
上が実感できまし
た。（前田）

淀川

大阪春の陣で火の用心
　３月４日、大相撲三月場所の開催に先立ち、エディオン
アリーナ大阪（大阪府立体育会館）において訓練を実施し
ました。
　この訓練には大阪府立体育会館の関係者の方々や、大相
撲の親方衆が参加され、その中には、昨年現役を引退され
た荒磯親方（元横綱・稀勢の里）もおられました。
　通報、避難、初期消火訓練にはじまり、水消火器訓練や
心肺蘇生訓練、煙中体験、地震体験など、皆さん真剣な表
情で取り組まれ、大変充実した訓練となりました。（藤森）

浪速

西淀川

西淀川区民駅伝大会
　２月17日、今年で12回目となる西淀川区民駅伝
大会が西淀公園・大野川緑陰道路で開催されました。
　親子ミニマラソン、一般男子の部、一般女子の部、
地域対抗の部があり、地域、官公庁、企業、学校関
係者等多数が参加し、それぞれが力を出しきりまし
た。当署若手チームは４位でした。
　参加者みんなで汗をかくことにより、地域の連携強
化が図られ、災害に強いまちづくりを目指す消防行政
の更なる推進に繋がったものと確信しました。（上垣）

　１月下旬の昼頃、共同住宅の一室において火災発生！
　濵井氏は火災を発見すると扉を開け濃煙熱気の中、
炎に包まれた高齢者を廊下に引きずり出して救出、衣
服の炎を素手で消火、さらに通報及び住人の避難誘導
を実施されました。そこに中尾氏が駆け付け、黒煙が
充満した廊下からその高齢者を一人で安全な場所へ抱
え搬送し救護されました。
　その正義感に満ちた積極的かつ迅速な御二方の活動
に地域防災の模範として敬意を表します。（森下）
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環状線L O O P  L I N E

東淀川

「ヤクルトレディ啓発広報隊」いざ出陣！！
　春の火災予防運動のオープニングイベン
トとして、当署と大阪北部ヤクルト販売株式
会社（東淀川店・上新庄店）がコラボして、
火災予防の広報活動を実施した。
　3月1日に「ヤクルトレディ啓発広報隊」
としての任命式を行い、ヤクルトレディの自
転車の前かごには「春の火災予防運動　実
施中」のプレートを貼り付け、火災予防のチ
ラシ等を配布し、管内を駆け巡った。（伏田）

未来の防災の担い手
　３月３日、当署で「ジュニア防災団（隊）合同
訓練」を実施しました。ジュニア防災団（隊）とは、
管内の複数の小学校において活動している団体
で、主に小学校高学年の児童で構成されています。
　当日は、天候のすぐれない中にもかかわらず、
約30名の隊員が訓練に参加し、お互いの連携
や交流を深めるとともに、消火器操作やロープ渡
過などの訓練を、技術の向上を目指して頑張って
くれました。がんばれ、未来の防災リーダー！（林）

旭

生野

いくの消防署開放デー
　３月９日、多くの市民の方々に親しんで頂く消防署を目
指し、防火・防災をテーマとして『いくの消防署開放デー』
を開催しました。
　生野区マスコットキャラクター “いくみん ”の一日消防
署長や救助訓練展示では、来署された市民の皆さまから大
きな歓声が上がりました。
　なかでも、４つのチャレンジコーナーに設置されている
スタンプを揃える消防スタンプラリーは大盛況でした。今
後とも市民に愛され、開かれた消防署を目指します！（西川）

東成母子会講演会
　3月6日、当署講堂において、東成母子会防
災研修を実施しました。東成母子会会員98名
が参加し、トラッキング火災実験、感震ブレーカー
の説明、煙テント等を体験されました。
　感震ブレーカーを見た参加者からは、「感震
ブレーカー１つ買ってみます」「簡易タイプのもの
があるのは知らなかった」の声があがるなど、参
加者の防災意識の向上に繋がったと感じました。
（岡部）

東成
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城東

ホワイト・ドラゴン降臨

世界の首脳へ安心を届ける
　６月に20ヶ国・地域首脳会議（G20）が開催され
る住之江区で２月23日、他機関との特殊災害合同訓
練を実施した。
　160人以上が参加し管内の救急病院で行われた訓練
は、病院内の爆発事故により発生した多数の要救助者
に対して、警察、病院医師、消防が協力し、救助活動
及び３T ś（トリアージ・トリートメント・トランスポー
ト）を行ったもので、世界の要人たちに安心して大阪
に訪れてもらえるような有意義な訓練となった。（長原）

住之江

一日消防署長
　３月17日、一日消防署長を委嘱されたのは「関西Ｎｏ.１
リポーター」、「ロケの神様」の異名を持つ「タージン氏」。
　予定していた一番のメインイベントである地域防災
リーダー技術競技会「つるみんピック」は開会式の途中
で雨天中止になりましたが、開会式のパレードに参加さ
れ、啓発活動を実施していただきました。
　有名人の登場に会場は大いに盛り上がりを見せ、消防
のイメージアップとなり、防火防災により関心をもっても
らうことができました。（犬塚）

鶴見

阿倍野

高所活動車合同訓練
　寒天の2月4日、署庭において、阿倍野LT
小隊と大東四條畷消防組合・東分隊LT小隊と
の合同訓練が実施されました。
　大東四條畷消防組合の署員の方々の士気は
高く、訓練前のミーティングも含めて、互いに
刺激を得る有意義な訓練が行われて、災害時に
おいて高所活動車の有効活用及びスキルの向上
を共有すると同時に、今後も親交を深めていく
事で一致して合同訓練を終了しました。（森）

　「ピックアップザロープ」「プル」の掛け声と共に、
１チーム５名が一丸となりロープを引き絞る息をも
つかせない勝負。
　２月22日開催された親睦会綱引大会では最年長
56歳を筆頭に４チーム出場しベスト８までチーム
全て勝ち残り、惜しくも優勝は逃したが準優勝と３
位に輝く快挙達成！
　チーム名の通り旋風を巻き起こした。今後も署一
丸となり、消防力を振り絞る決意であります。（藤井）
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環状線L O O P  L I N E

　「おい堀尾！バットで殴られたような痛さや」こう熱く語るのは若手
ホープ堀尾消防士。消防局意見発表会に当署から出場し優秀賞に輝い
た。
　なんと彼は、元ラッパーという異業種。ラップの世界へ誘ってくれ
た先輩との別れが消防を目指すきっかけになった。目の前で倒れた先
輩に何もできなかった悔しさから、ラップで鍛えたワードセンスで救
命講習等の場を、まるでライブ会場のように市民に技術を伝えている。
　今では、消火、救助、救急と一生懸命な堀尾消防士の未来に期待し
たい。（馬野）

住吉

初詣中、救命のリレー！
　新年を迎えた 1 月３日 14 時 30 分頃、初詣で賑わ
う住吉大社境内で男性が突然意識を失った。
　反応がなく呼吸も止まっていた男性に警察官、警備
員が対応する中、参拝中に居合わせた女性３名が積極
的に協力された。３名とも看護師で、胸骨圧迫、救急
隊の処置介助等人命救助に大きく貢献された。
　男性は病院到着までに心拍、自発呼吸とも再開、後
日無事に社会復帰をされた。この見事な救命活動を称
え、署長より３名の女性に感謝状が贈られた。（河中）

平成31年消防記念日表彰式
　３月20日、恒例の表彰式が消防署５階講堂で行われました。
　この消防記念日表彰は、昭和 23 年に今日の自治体消防が誕
生し、その２周年を迎えた昭和 25 年に広く消防関係職員及び
住民の方々に自主防災への理解と認識を深めていただくため制
定されました。
　今年は 30 の個人・団体が受賞され感謝状並びに消防功績顕
賞が贈られました。受賞された皆さん誠におめでとうございま
す。これからも、消防行政にご協力頂きますようお願いします。
（髙田）

西成

消防署開放デー
　春の火災予防運動の行事として消防署開放デーを
実施した。天候に恵まれ、たくさんの家族連れで賑
わった。煙中歩行体験、放水体験、起震車による地
震体験などの体験ブースで防火・防災に関する知識
技術を学んでいただいた。
　消防隊の訓練披露では趣向を凝らし、「町火消し」
と「現代消防」を対比させる演出や、次々に起こる
災害等に迅速に対応する活動を見ていただいた。
    鳴り止まない拍手が署庭に響いた。（岡）

東住吉

平野

転職が天職↑↑↑
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長時間・大規模な交通規制

みなさまへのお願い

Ｇ２０大阪サミット
交通総量抑制連絡会

大阪市内・高速道路・空港周辺

木 日

電車の利用

プライベートで
出かける際は、
電車を利用

◆ 日 金 のマイカー通勤
→ 電車での通勤に変更

◆ マイカー利用の自粛

◆ 業務用車両の運行調整

～ 例 ～

◆ 日 土 の家族サービス
→ 電車で行楽地や商業施設へ

運行期間の変更

物品の納品等は開催日両日及びその前後計４日
間 ６月 日～ 日 以外（前後）へのシフト

交通総量削減目標：平日通常時の交通量 ％削減

水 木 金 土 日 月

運行時間の変更

運行期間の調整
が困難な場合は
時間の調整
（深夜・早朝へ
のシフト）

深夜・早朝への時間帯の変更

← サミットに伴う交通規制 →

Ｇ 大阪サミット 開催場所 ： インテックス大阪
開 催 日 ： ６月 日（金）・ 日（土）

ご理解、ご協力をよろしくお願いします。

サミット サミット

大阪府警ホームページ

計 ４ 日 間
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第１０５回初任教育生の救命活動について

大阪府立消防学校

　平成３０年１０月から大
阪府立消防学校第１０５回
初任教育生として、泉州南
消防組合から８名の新規採
用職員が派遣されており、
その内の１名（谷　祐輝（23
歳））が電車内で救命処置を
行い、傷病者が社会復帰し
た事案についてご紹介させ
ていただきます。
　平成３１年２月２３日（土）、南海
難波発の南海本線の電車に乗ってい
たところ、新今宮駅を過ぎたあたり
で彼は車内の異変に気づき、急いで
近づいてみると、一人の男性が倒れ
ており、意識、呼吸もなく総頸動脈
も触知できない重篤な状態でした。
たまたま車内に医師が乗車してお
り、胸骨圧迫開始の指示を受け、絶
え間ない胸骨圧迫を行いました。次

の天下茶屋駅で駅員が準備したＡＥ
Ｄを装着し、ショックを実行したと
ころ、現場にて意識回復し、到着し
た大阪市消防局西成消防署の救急隊
に無事引き継ぐことができました。
　この活動に対し、西成消防署長か
ら感謝状をいただくとともに、消防
学校長からも他の学生の模範となる
ことから、表彰をいただきました。
　５ヶ月前までは、救急知識のない
一般人だった彼が、消防学校で学ん
だことを精一杯発揮して人命を助け
ることができ、すばらしい消防人生
の一歩を歩み出しました。消防学校
の教官の教えである「勇気を持ち一
歩踏み出す」という教えを達成でき
た瞬間でした。

番外編

27 大阪消防



池田市消防本部では、隣接する伊丹市
にある陸上自衛隊駐屯地から、自衛隊員
の救急車同乗研修の受入れを実施してい
ます。これは、自衛隊員が、実際の救急
現場を体験することで、応急処置能力を
向上させることを目的としています。
平成２４年に始まり、８回目となる今回
の研修（平成３１年２月１８日～３月８日）
では、計６名が参加し、消防職員と共に
２４時間勤務で研修を行いました。救急
出場時には救急隊員３名と共に現場に向
かい、救急隊員が行う傷病者の観察や処
置、医療機関の選定、家族や関係者への
接遇等、実際の救急現場活動を体験して
いただきました。また、救急隊の活動を
客観的に見ていただき、率直な意見を聞
くことで、救急隊員も気づきを得ることが
でき、双方向型の研修を実施することが
できました。
今後も自衛隊員の同乗研修を継続し、
お互いの理解を深め、災害現場や訓練時
において、協力し合える関係性の構築に
努めてまいります。

松原市消防本部では、平成３１年２月
に救助工作車の更新整備を行い、新型車
両を配備しました。
この車両は、車両前後にウインチを装
備することで、災害現場での部署位置の
選択数を増やし、救出活動の時間短縮を
図ったほか、クレーンの作業範囲を広げる
ために、４段ブームを採用し、大規模地
震発生による倒壊家屋からの人命救出や
道路陥没事案等にも備えています。
また、間もなく開通する阪神高速大和
川線や大型商業施設などの開業に備え、
車両の照明装置にはＬＥＤを採用し、夜間
や閉鎖空間での活動をより安全、確実に
行うことが出来るように設計されています。
さらに、救助資機材も更新整備し、移
動型送排風機や救出経路が確認可能なラ
イトロールなどを新たに導入し救助活動を
より安全・確実・迅速に実施できるよう
になりました。
今後も導入した車両、救助資機材の更
なる習熟を図り、特別救助隊を中心に職
員全体の更なる救助技術の向上に取り組
んでいきます。

池
田
市
消
防
本
部

陸
上
自
衛
隊
員
の

救
急
車
同
乗
研
修
を
実
施

更
な
る
安
心
・
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全
を
目
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し
て

松
原
市
消
防
本
部 
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市民の安心・安全を全力で守る　　　プロフェッショナル

春季全国火災予防運動に伴う
広報の実施

違反処理シミュレーション訓練
を実施

和泉市消防本部守口市門真市消防組合消防本部

和泉市消防本部では、春季全国火災予
防運動に伴う広報活動の一環として、市
内の各駅、大型ショッピングモールにおい
て、女性消防クラブの方 と々共働で防火
リーフレットを配布し市民の方々に火災予
防を呼びかけました。
天候条件により実施できないことや、実
際、防火リーフレットに目を通してもらえて
いるのか等、多くの検討事項があります。
その為、防火リーフレットは、わかりやす
く印象に残りやすいように工夫をしまし
た。当日は、市民の方々から声をかけてく
ださったりと、地域に密着している女性消
防クラブであるが故の心温まる光景を目に
することもありました。
近年ＳＮＳが発達し広報手段も多岐に
わたりますが、市民の方々に直接関わり
広報することは、消防のアピール及び地
域防災力を強化していくことにもつながる
と考えます。今後、改めて広報活動につ
いて見直し、より地域・時代に即した効
果的な広報活動を行っていきたいと考えて
います。

守口市門真市消防組合は３月８日（金）
に違反処理シミュレーション訓練を実施し
ました。この訓練は、予防要員を対象と
した違反処理に関する教養の一環として
毎年実施しており、本年度は、危険物の
無許可貯蔵事案を想定した訓練を実施し
ました。
訓練内容は「倉庫に大量の危険物が保
管されている」という匿名通報を基に、
消防本部庁舎内に模擬の立入検査を実
施するという内容で、違反処理を適正に
実施できているか、また、違反者に法令
違反である旨を的確に説明できているかな
どを検証しています。他にも、本消防組
合では警防要員も立入検査を実施するた
め、警防要員に対して違反処理に関する
教養も併せて実施することで、組織全体
で違反処理に対する認識を高めることに
繋がっており、非常に有意義な訓練となり
ました。
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おおさか防災情報ステーション

タスカルシアター
　大阪市で発生しうる災害をテー
マにした３本のストーリーを、高
さ６ｍ超の巨大スクリーンにより、
迫力ある映像で体感する。
【上映内容】
　① 直下型地震編
　② 南海トラフ巨大地震編
　③ 中学生以下向け編

津波避難を学ぶ
　南海トラフ巨大地震発生時の大
阪市の予想津波高を実寸大で体感
し、建物が浸水していく映像によ
り、津波の怖さを学ぶ。

キッズしょうぼうパーク
　オリジナルキャラクターを用いた
防災ダンスや防災クイズなどにより、 
親子連れが子どもと楽しみながら 
防災を学ぶ。

　あべのタスカルは、南海・東南海地震や南海トラフ巨大地震などの大災害に備えるため、自分の住む地域の
特性に応じた災害危険を認識することで、自分に必要な知識や技術を選択し、体験を通じて学ぶことができる、
体験型防災学習施設です。
　高さ６ｍ超の巨大スクリーンによるシアター映像や災害発生直後の街並み再現により、災害の恐ろしさをリ
アルに体感し、消火・避難・救助といった災害時に必要な一連の行動をツアー形式で体験学習することができ
ます。また、ツアー終了後には、日頃の備えなどの振り返り学習を通して、さらに知識を深めることができます。
　子ども向けには、楽しみながら防災に親しむことができるダンスやクイズなどのコーナーを設け、親子連れ
でも防災について学習することができます。

　大阪市全域の被害想定を、円形画面に投
影された映像で直感的に感じるとともに、
手元の端末で地域特性に応じた災害危険を
学ぶ。
　また、災害別情報スクリーンでは、災害
ごとのリスクと対応策を学ぶ。

あべのタスカルの概要

主な体験コーナー 画像はイメージです。

■ www.abeno-bosai-c.city.osaka.jp

阿倍野防災センター 検索

予防課（地域防災）
として生まれ変わりました！

「あべのタスカル」
４月27日（土）体験型防災学習施設 阿倍野防災センターは、
愛称

31 大阪消防



震度７体験 備えを学ぶ 救助を学ぶ
　起震装置と映像により、過去の
大地震や南海トラフ巨大地震によ
り想定される揺れを体験し、地震
の怖さを学ぶ。

　様々な場所における災害発生時の
対応策や、日頃からの備えを学ぶ。

　消防ポンプ収納庫とその収納資機
材が紹介されており、実際にその資
機材を使用し、家具や家屋の下敷き
になった人の救助方法を学ぶ。

■ ご利用案内

開 館 時 間 午前 10時～午後６時

休 館 日 水曜日・毎月最終木曜日（祝日の場合はその翌日）
年末年始（12月 28日～１月４日）

入 館 料 無料

ご 予 約

・事前にご予約いただけます。お電話にてお問合せください。
・体験コースの詳細は、お電話にてお問合せください。
・�コース内容や体験時間、グループ数は、来館される人数や予約時間により調整�
させていただきます。

注 意 事 項

・�大型バス等でご来館の場合は通行規制がありますので、事前に阿倍野警察署へ�
「通行禁止道路通行許可申請」をしてください。�
（許可が下りるまで、申請後１週間程度必要です。）

・乗用車の駐車場は、ご予約できません。

お 問 合 せ
TEL　06-6643-1031
　※　受付時間：午前 10時～午後５時 45分まで（休館日除く）
FAX　06-6643-1040

■ 場所と行き方

場 所 〒 545-0052
大阪市阿倍野区阿倍野筋３-13-23　あべのフォルサ 3F

交 通

・オオサカメトロ谷町線「阿倍野」駅（2号・7号出口より西へ約 300ｍ）
・オオサカメトロ御堂筋線「天王寺」駅（12号出口より南へ約 600ｍ）
・ＪＲ「天王寺」駅（中央改札口より南へ約 700ｍ）
・近鉄南大阪線「大阪阿部野橋」駅（西改札口より南へ約 600ｍ）
・阪堺上町線「阿倍野」駅（西へ約 200ｍ）

（文責　星）
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援

助
隊
（
以
下
「
Ｊ
Ｄ
Ｒ
」
と
い
う
）
救

助
チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
派
遣
さ
れ

る
場
合
に
必
要
な
、
都
市
型
捜
索
救

助
技
術
の
習
得
及
び
Ｊ
Ｄ
Ｒ
チ
ー
ム

相
互
連
携
体
制
の
確
立
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
概
要

訓
練
想
定

　

日
本
時
間
の
平
成
31
年
２
月
26
日

（
火
）
８
時
00
分
、ミ
ツ
ヤ
共
和
国
（
仮

想
：
被
災
国
）
マ
ー
市
に
お
い
て

M
7.8
の
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し

訓
練
参
加
者

　

国
際
消
防
救
助
隊
登
録
隊
員

　
　

大
阪
市
消
防
局　

�

25
名

　

大
阪
府
内
７
消
防
本
部�

12
名

　

近
隣
都
市
２
消
防
本
部�

４
名

大
阪
府
警
察
本
部�

6
名

�

救
助
犬
２
頭

海
上
保
安
庁
特
殊
救
難
隊
隊
員

�

2
名

国
際
緊
急
援
助
隊
医
療
班�

8
名

後
方
支
援
要
員�

16
名

事
務
局
員
等�

８
名

�

計　

81
名
・
２
頭

訓
練
詳
細

隊
員
に
対
す
る
事
前
の
情
報
付
与

は
な
く
、
訓
練
サ
イ
ト
で
の
現
示
ま

た
は
事
務
局
か
ら
の
伝
達
の
み
の
ブ

ラ
イ
ン
ド
型
と
し
、
隊
員
の
参
集
、

結
団
式
、
入
国
審
査
、
被
災
地
ま
で

の
移
動
な
ど
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
実
施
し
た
。
訓
練
サ
イ
ト
は
実
災

害
を
参
考
に
し
て
お
り
、
地
震
の
揺

れ
に
よ
る
住
宅
、
駐
車
場
や
大
型
商

業
施
設
の
倒
壊
、
土
砂
災
害
に
よ
る

住
宅
の
埋
没
、
河
川
の
増
水
に
よ
る

中
洲
で
の
孤
立
な
ど
全
８
サ
イ
ト
か

ら
構
成
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
の
サ
イ
ト
に
お
け
る
活
動

警防課
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し
、
休
む
間
も
な
く
救
助
に
当
た
る
。

医
療
班
も
最
前
線
ま
で
進
入
し
、チ
ー

ム
総
出
の
活
動
を
行
う
。
一
人
…
ま

た
一
人
と
、
確
実
に
要
救
助
者
を
救

助
し
て
い
き
救
命
の
輪
を
繋
げ
て
い

く
。

　

中
洲
救
助
で
の
ロ
ー
プ
レ
ス
キ
ュ 

ー
、
倒
壊
現
場
で
の
ブ
リ
ー
チ
ン
グ

や
シ
ョ
ア
リ
ン
グ
、
倒
壊
に
よ
り
座

屈
し
た
狭
隘
空
間
に
お
け
る
救
助
活

動
な
ど
、
技
術
訓
練
で
培
っ
て
き
た

基
本
技
術
を
応
用
し
活
動
を
繰
り
広

げ
た
が
、
１
サ
イ
ト
を
残
し
訓
練
の

終
了
時
刻
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。

職務２ 平成30年度国際消防救助隊員研修「第Ⅳ期」24時間実践的耐久訓練

で
は
、IN

SA
RA

G

（
注
１
）
ヘ
ビ
ー

級
認
定
国
と
し
て
の
能
力
が
必
要
と

さ
れ
、
ま
た
、
24
時
間
連
続
し
た
中

隊
活
動
も
求
め
ら
れ
る
と
い
う
非
常

に
困
難
な
訓
練
で
あ
る
。

救
出
活
動

　

Ｊ
Ｄ
Ｒ
チ
ー
ム
が
現
地
に
到
着
し

た
の
は
、
地
震
発
災
か
ら
52
時
間
。

生
存
率
が
急
激
に
低
下
す
る
72
時
間

ま
で
は
残
り
わ
ず
か
。
活
動
隊
員
は
、

複
数
の
消
防
本
部
や
機
関
か
ら
構
成

さ
れ
る
小
隊
に
も
か
か
わ
ら
ず
、チ
ー

ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
活
発
に
図
り
、

個
々
に
持
つ
技
術
以
上
の
力
を
発
揮

お
わ
り
に

「
１
秒
も
無
駄
に
し
な
い
」

　

訓
練
開
始
か
ら
24
時
間
、
過
酷
な

環
境
で
の
救
助
活
動
は
終
了
を
迎
え

た
。
訓
練
の
最
後
の
振
り
返
り
の
時

間
、
隊
員
の
一
人
が
「
要
救
助
者
を

全
員
救
助
で
き
な
か
っ
た
…
」
と
言

葉
を
詰
ま
ら
せ
る
場
面
が
あ
っ
た
。

全
力
で
活
動
し
た
。
そ
れ
で
も
あ
と

少
し
、要
救
助
者
に
手
が
届
か
な
か
っ

た
。
知
識
、技
術
、精
神
力
、協
調
性
、

経
験
、
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
…
今

の
自
分
達
に
何
が
足
り
な
か
っ
た
の

か
…
。
１
秒
も
無
駄
に
し
た
時
間
は

な
か
っ
た
の
か
。

　

大
阪
市
消
防
局
Ｉ
Ｒ
Ｔ
登
録
隊
員

25
名
は
、
こ
の
24
時
間
実
践
型
耐
久

訓
練
で
の
悔
し
い
経
験
を
忘
れ
ず
、

自
分
自
身
を
再
度
見
直
し
、
い
つ
か

く
る
大
災
害
で
一
人
で
も
多
く
の
命

を
救
う
た
め
に
、全
力
で
走
り
続
け
る
。

　（
注
１
）

  IN
SARAG

：International 
Search and R

escue A
dvisory 

G
roup

（
国
際
捜
索
・
救
助
諮
問
グ

ル
ー
プ
）。
各
国
の
救
助
チ
ー
ム
の
調

整
等
を
目
的
と
し
た
、
専
門
家
か
ら

な
る
グ
ル
ー
プ
で
、
国
連
が
事
務
局

を
務
め
て
い
る
。	　
（
文
責　

田
淵
）
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職務３

放置ボンベ撲滅の取組について

予防部めぐり　～各担当者からの情報発信～ （
保
安
）

規
制
課

「放置ボンベ」とは、事業所内に長期間使用されずに滞留している高圧ガス容器や空地等に投棄
された高圧ガス容器のことです。長期間雨風にさらされたボンベや湿気が多い場所に放置された
ボンベは腐食が生じ、ガスの漏えいやボンベが破裂する恐れがあり大変危険です。
府内各消防本部で構成する「保安３法事務連携機構おおさか」（以下「機構おおさか」という）では、
平成 26年度より大阪府や関係団体と協力して放置ボンベ撲滅の取組を実施しており、大阪府内で
合計 1889 本の放置ボンベを処理してきました。（平成 30年９月 30日現在）今回はその取組に
ついて説明します。

は じ め に

まず、放置ボンベの事故がどれほど危険なのか、過去の事例
を見てみましょう。

・事例
飲食店において、食品酸化防止用窒素ガス封入装置用として
未使用のまま約 10年間厨房内の床面に直接置かれていた窒素
ボンベ（10.2L）が、腐食により破裂（写真１）し、食品酸化
防止用窒素ガス封入装置及びアイスクリーマー（重量合計約
70kg）を置いていた金属製ラックを天井まで吹き飛ばしたもの。
（写真２）
このように、高圧ガスボンベには、付近にある重量物なども
吹き飛ばしてしまう程のエネルギーがあり、大変危険です。

事 故 事 例

写真１：破裂したボンベ

写真２：飛散したボンベで破壊された天井

立入検査などで放置ボンベを発見すると、ま
ず事業者や市民に事情を聴取し、容器の所有者
を判別後、容器の所有者（販売店等）へ連絡し
引取りを依頼します。容器には当該容器の様々
な情報が刻印されており、所有者においてもこ
の刻印で判明することができます。（図１）

放置ボンベを見つけたら？ 図１：容器の刻印表示の見方
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予防部めぐり～各担当者からの情報発信～ 職務３

５年間の放置ボンベ撲滅の取組により、多くの放置ボンベが処理され、年々取組の成果をあげて
います。しかしながら、過去の実績本数を見ると、まだまだ多くのボンベが放置されており、放
置され続けた結果、事故事例で紹介したような事故も発生しています。
　立入検査など各種業務の機会を捉え、高圧ガスを取扱う事業者や市民に対し放置ボンベの危険性
をご理解頂き、市民の安心・安全を守るために大阪から放置ボンベを無くしていきましょう。ご
不明な点があれば規制課保安担当までお気軽に連絡を！	 	 	 　　　  （文責　西）

お わ り に

腐食が進み、容器の所有者が判明できない場合は、関係団体へ連絡し処分の依頼（有料の場合
あり）をします。事業者等自身の所有の場合については、技術上の基準を遵守するよう指導、若
しくは長期間使用せず、腐食が進み危険性が高い場合には処分してもらうよう指導します。（図２）

図２：放置ボンベ発見時のフローチャート（参考）

錆び、大きな傷、へこみ等が

あるか？

長期間の使用は？

販売店への
返却を指導

あ
り

なし

なしあり

所
有
者
不
明

関係団体への
回収依頼

事
業
者
等
自
身
の
所
有

適正な取扱いを指導

放置ボンベ発見・容器の所有者は？

放 置 ボ ン ベ 撲 滅 週 間
平成 29年度より「機構おおさか」では、市民に対する広
報を強化し、放置ボンベの危険性を知って頂き身近に潜んで
いる放置ボンベを発見してもらうことを目的として「放置ボ
ンベ撲滅週間」を設定しています。消防署でのポスター掲出
及び消防車両へのマグネット貼付並びに駅構内における放
送、ポスター掲出及びチラシ配布並びに当局ホームページ、
フェイスブック及び関係団体ホームページ掲載等により放置
ボンベの危険性について広報活動を実施しています。

大阪府内における放置ボンベ処理本数
平成 29年度 １９８本
平成 30年度（４月１日～９月 30日） ９１本 平成30年度放置ボンベ撲滅週間ポスター

販売店の所有
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則
第
12
条
（
令
別
表
第
１
⑿
項

イ
若
し
く
は
⒁
項
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
又
は
同
表
⒃
項
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
同
表

⑿
項
イ
若
し
く
は
⒁
項
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ

れ
る
部
分
に
設
け
ら
れ
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
第
２
項
及
び
第

３
項
を
除
く
。）
の
規
定
の
例

に
よ
り
設
置
し
、
及
び
維
持
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

第
１
項
又
は
令
第
11
条
第
１

項
及
び
第
２
項
の
規
定
に
よ
り

地
階
を
除
く
階
数
が
５
以
上
の

防
火
対
象
物
に
設
け
る
屋
内
消

火
栓
設
備
の
水
源
は
、
令
第
11 

条
第
３
項
第
１
号
の
規
定
の
例

に
よ
り
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ

て
は
5.2
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、

同
項
第
２
号
イ
の
規
定
の
例
に

よ
り
設
置
す
る
も
の
に
あ
つ
て

は
2.4
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
同

号
ロ
の
規
定
の
例
に
よ
り
設
置

す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
3.2
立
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
水
量
と
な
る

　

よ
う
に
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

◆
解
説
及
び
運
用

１　
第
３
項

　

地
階
を
除
く
階
数
が
５
以
上
の
防

火
対
象
物
に
屋
内
消
火
栓
設
備
を
設

置
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
各
階
の

設
置
個
数
が
１
で
あ
っ
て
も
、
１
号

消
火
栓
は
5.2
㎥
以
上
、
２
号
イ
消
火

栓
は
2.4
㎥
以
上
、
２
号
ロ
消
火
栓
は

3.2
㎥
以
上
の
水
量
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
。

〈�

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備
に
関
す
る

基
準
〉

第
40
条　

次
の
各
号
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
の
階
に
は
、
ス
プ
リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
を
設
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

⑴　

令
別
表
第
１
⑿
項
ロ
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
の
階
で
、
映
画

又
は
テ
レ
ビ
の
撮
影
の
用
に
供

す
る
部
分
（
こ
れ
に
接
続
し
て

設
け
ら
れ
た
大
道
具
室
又
は
小

道
具
室
を
含
む
。
以
下
ス
タ
ジ

オ
部
分
と
い
う
。）
の
床
面
積

が
、
地
階
、
無
窓
階
又
は
４
階

以
上
の
階
に
あ
つ
て
は
３
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
の
他

の
階
に
あ
つ
て
は
５
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

⑵　

令
別
表
第
１
⑵
項
に
掲
げ
る

　

今
月
号
は
、
大
阪
市
火
災
予
防
条

例
第
39
条
第
２
項
か
ら
第
40
条
第
１

項
第
６
号
ま
で
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

〈
屋
内
消
火
栓
設
備
に
関
す
る
基
準
〉

第
39
条

　
（
第
１
項
に
つ
い
て
は
前
回
を

参
照
）

２　

前
項
の
規
定
に
よ
り
設
け
る

屋
内
消
火
栓
設
備
は
、
令
第
11

条
第
３
項
（
令
別
表
第
１
⑿
項

イ
若
し
く
は
⒁
項
に
掲
げ
る
防

火
対
象
物
又
は
同
表
⒃
項
に
掲

げ
る
防
火
対
象
物
の
う
ち
同
表

⑿
項
イ
若
し
く
は
⒁
項
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
の
用
途
に
供
さ

れ
る
部
分
に
設
け
ら
れ
る
も
の

に
あ
つ
て
は
、
第
２
号
を
除

く
。）
及
び
第
４
項
並
び
に
規

職務４

規制課

大
阪
市
火
災
予
防
条
例
の
解
説
66
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防
火
対
象
物
及
び
同
表
⒃
項
イ

に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同
表

⑵
項
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る

部
分
の
床
面
積
が
当
該
防
火
対

象
物
の
延
べ
面
積
の
10
分
の
９

以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
用

途
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分

の
床
面
積
の
合
計
が
３
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
未
満
で
あ
る
も
の

に
限
る
。）
の
２
以
上
の
階
の

う
ち
、
地
階
、
無
窓
階
又
は
４

階
以
上
の
階
に
達
す
る
吹
抜
け

部
分
を
共
有
す
る
も
の
で
、
そ

の
床
面
積
の
合
計
が
１
，

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の

⑶　

令
別
表
第
１
⑶
項
ロ
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
及
び
同
表
⒃
項

イ
に
掲
げ
る
防
火
対
象
物
（
同

表
⑶
項
ロ
に
掲
げ
る
用
途
に
供

す
る
部
分
の
床
面
積
が
当
該
防

火
対
象
物
の
延
べ
面
積
の
10
分

の
９
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当

該
用
途
以
外
の
用
途
に
供
す
る

部
分
の
床
面
積
の
合
計
が

３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
未
満
で

あ
る
も
の
に
限
る
。）
の
２
以

上
の
階
の
う
ち
、
地
階
、
無
窓

階
又
は
４
階
以
上
の
階
に
達
す

る
吹
抜
け
部
分
を
共
有
す
る
も

の
で
、
そ
の
床
面
積
の
合
計
が

１
，５
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以

上
の
も
の

⑷　

令
別
表
第
１
⑸
項
ロ
、
⑺

項
、
⑻
項
及
び
⑿
項
イ
に
掲
げ

る
防
火
対
象
物
の
地
階
又
は
無

窓
階
で
、
そ
の
床
面
積
が
２
，

０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
の

も
の

⑸　

主
た
る
用
途
が
令
別
表
第
１

⑸
項
ロ
、
⑺
項
、
⑻
項
及
び
⑿

項
イ
に
掲
げ
る
用
途
で
あ
る
小

規
模
特
定
用
途
複
合
防
火
対
象

物
の
地
階
又
は
無
窓
階
で
、
同

表
⑴
項
か
ら
⑻
項
ま
で
、
⑼
項

イ
及
び
⑿
項
イ
に
掲
げ
る
用
途

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
の
合

計
が
２
，０
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
の
も
の

⑹ 

令
別
表
第
１
⒃
項
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
（
主
た
る
用
途
が

同
表
⑸
項
ロ
、
⑺
項
、
⑻
項
及

び
⑿
項
イ
に
掲
げ
る
用
途
で
あ

る
小
規
模
特
定
用
途
複
合
防
火

対
象
物
を
除
く
。）
の
地
階
又

は
無
窓
階
で
、
同
表
⑸
項
ロ
、

⑺
項
、
⑻
項
及
び
⑿
項
イ
に
掲

げ
る
用
途
に
供
す
る
部
分
の
床

面
積
の
合
計
が
２
，０
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
以
上
の
も
の

◆
解
説
及
び
運
用

１　
第
１
項
第
１
号

　
「
映
画
又
は
テ
レ
ビ
の
撮
影
の
用

に
供
す
る
部
分
の
床
面
積
」
と
は
、

当
該
用
途
に
供
さ
れ
る
部
分
の
ほ

か
、
こ
れ
に
接
続
し
て
設
け
ら
れ
る

大
道
具
室
又
は
小
道
具
室
を
含
め
た

面
積
の
合
計
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

設
置
対
象
は
、
他
の
用
途
に
供
せ
ら

れ
る
部
分
（
事
務
所
等
）
を
含
め
て

当
該
階
全
体
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の

で
あ
る
。

２　
第
１
項
第
２
号
、
第
３
号

　
「
２
以
上
の
階
の
う
ち
、
地
階
、

無
窓
階
又
は
４
階
以
上
の
階
に
達
す

る
吹
抜
け
部
分
を
共
有
す
る
も
の
」

と
は
、
次
図
に
示
す
よ
う
に
吹
抜
け

を
共
有
す
る
階
の
う
ち
、
い
ず
れ
か

の
階
が
当
該
階
に
該
当
す
る
場
合
を

い
う
も
の
で
あ
る
。
設
置
対
象
は
、

そ
れ
ら
の
各
階
の
床
面
積
の
合
計
が

規
定
す
る
面
積
以
上
と
な
る
も
の
に

は
、
該
当
す
る
各
階
に
ス
プ
リ
ン
ク

ラ
ー
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
も
の
で
あ
る
。
な
お
、「
吹
抜

け
を
共
有
す
る
」
と
は
、
吹
抜
け
部

分
を
介
し
て
空
間
が
連
続
す
る
も
の

を
い
う
も
の
で
あ
る
（
第
41
条
に
お

い
て
同
じ
）。

３　
第
１
項
第
５
号

　
「
主
た
る
用
途
が
令
別
表
第
１
⑸

項
ロ
、
⑺
項
、
⑻
項
及
び
⑿
項
イ
に

掲
げ
る
用
途
で
あ
る
小
規
模
特
定
用

途
複
合
防
火
対
象
物
」
と
は
、
特
定

用
途
部
分
が
当
該
防
火
対
象
物
の
延

べ
面
積
の
10
％
以
下
で
あ
り
、
か

つ
、
３
０
０
㎡
未
満
で
あ
る
消
防
法

施
行
令
別
表
第
１
⒃
項
イ
に
掲
げ
る

防
火
対
象
物
の
う
ち
、
同
表
⑸
項

ロ
、
⑺
項
、
⑻
項
又
は
⑿
項
イ
の
い

ず
れ
か
に
掲
げ
る
用
途
に
供
さ
れ
る

部
分
の
床
面
積
が
、
当
該
防
火
対
象

物
に
お
い
て
最
も
大
き
い
も
の
で
あ

る
も
の
を
い
う
（
以
下
「
主
た
る
用

途
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
同
じ
）。

（
文
責　

松
村
）
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研修カレンダー

ゴールデンウィークはいかがでしたか。
新緑の時期、心地よい風に吹かれ

エネルギーを満たされた方も多いのではないでしょうか。
訓練センター職員もエネルギッシュに頑張ります！

こんにちは。高度専門教育訓練センターです。

教育訓練センター教育訓練センター
そやねん！

歴史発見

蒸気ポンプ車

【資格取得奮戦記：大型自動車二種免許】～ある消防職員の話

今から20年前、私は機関員研修後に救急隊に配属され、忙しくも充実した日々
を送っていましたが、緊急走行の経験がないことに少し不安を感じていました。
そんな私が２ヵ月後、初めて機関員として救急車のハンドルを握る日が来ました。
サイレンを鳴らしての緊急走行、気ばかり焦って思うように運転できません。
極度の緊張に口は渇き、冷汗をかき、背中は力み･･･。
一般走行で練習した時には感じなかった重圧に押しつぶされそうになりました。
それから何当務か機関員をしましたが、運転技術は一向に上達しません。
傷病者や同僚の生命を預かっているのに、これじゃだめだ、どうすれば…。
その時、街中を走るバスをみて、一つの結論に至りました。
「大型二種免許を取ろう。そうすれば運転が上手くなるはずだ」

当時、大型二種免許の取得は運転免許試験場で受験する、いわゆる「一発試験」
しかありません。
普段バスに乗る時は最前列に座り運転手の動きを観察したり、教習所で練習し

たり、自分の時間の殆どを費やして「一発試験」に臨みましたが、現実は甘くありま
せん。
１回目、シフトチェンジでギアを鳴らしてアウト。
２回目、クランクでミラーを当ててアウト。
３回目、S字カーブで脱輪してアウト。
４回目、ダメ過ぎて覚えていない。
試験に落ちる度に課題を見つけては教習所で練習することを繰り返しました。
そして５回目。緊張で胃が痛くなるもS字、クランク、鋭角、方向変換、坂道発進を

クリアし、踏切を無事通過。
何とかゴールに辿りつきましたが、試験官から「待合室のテレビモニターで合否

を知らせる」との言葉に、緊張が続きます。
祈るような気持ちで待つこと1時間、テレビモニターの画面に自分の受験番号が

映し出され、無事合格。
うれしい気持ちより、チャレンジした３ヵ月間の疲れがどっと出ました。
「もう試験場に通わなくていいんだ…」

あれから20年、運転が上手くなったかはわかりません。
しかし、記憶が薄れつつも目標を達成した充実感は今でもはっきりと覚えています。
困難でもチャレンジすることで何か大切なものを得られる。
得たものは必ずどこかで役に立つ。
資格取得はそんな「気付き」を教えてくれるうちの一つではないでしょうか。

　明治から大正の初期にかけて国内で使用した消防車で、馬が曳いて火
災現場へ薪を焚きながら急行し、消火活動に活躍しました。
　訓練センター１階玄関に展示しています。
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ビデオ喉頭鏡（１日×３回）
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研修カレンダー

ゴールデンウィークはいかがでしたか。
新緑の時期、心地よい風に吹かれ

エネルギーを満たされた方も多いのではないでしょうか。
訓練センター職員もエネルギッシュに頑張ります！

こんにちは。高度専門教育訓練センターです。

教育訓練センター教育訓練センター
そやねん！

歴史発見

蒸気ポンプ車

【資格取得奮戦記：大型自動車二種免許】～ある消防職員の話

今から20年前、私は機関員研修後に救急隊に配属され、忙しくも充実した日々
を送っていましたが、緊急走行の経験がないことに少し不安を感じていました。
そんな私が２ヵ月後、初めて機関員として救急車のハンドルを握る日が来ました。
サイレンを鳴らしての緊急走行、気ばかり焦って思うように運転できません。
極度の緊張に口は渇き、冷汗をかき、背中は力み･･･。
一般走行で練習した時には感じなかった重圧に押しつぶされそうになりました。
それから何当務か機関員をしましたが、運転技術は一向に上達しません。
傷病者や同僚の生命を預かっているのに、これじゃだめだ、どうすれば…。
その時、街中を走るバスをみて、一つの結論に至りました。
「大型二種免許を取ろう。そうすれば運転が上手くなるはずだ」

当時、大型二種免許の取得は運転免許試験場で受験する、いわゆる「一発試験」
しかありません。
普段バスに乗る時は最前列に座り運転手の動きを観察したり、教習所で練習し

たり、自分の時間の殆どを費やして「一発試験」に臨みましたが、現実は甘くありま
せん。
１回目、シフトチェンジでギアを鳴らしてアウト。
２回目、クランクでミラーを当ててアウト。
３回目、S字カーブで脱輪してアウト。
４回目、ダメ過ぎて覚えていない。
試験に落ちる度に課題を見つけては教習所で練習することを繰り返しました。
そして５回目。緊張で胃が痛くなるもS字、クランク、鋭角、方向変換、坂道発進を

クリアし、踏切を無事通過。
何とかゴールに辿りつきましたが、試験官から「待合室のテレビモニターで合否

を知らせる」との言葉に、緊張が続きます。
祈るような気持ちで待つこと1時間、テレビモニターの画面に自分の受験番号が

映し出され、無事合格。
うれしい気持ちより、チャレンジした３ヵ月間の疲れがどっと出ました。
「もう試験場に通わなくていいんだ…」

あれから20年、運転が上手くなったかはわかりません。
しかし、記憶が薄れつつも目標を達成した充実感は今でもはっきりと覚えています。
困難でもチャレンジすることで何か大切なものを得られる。
得たものは必ずどこかで役に立つ。
資格取得はそんな「気付き」を教えてくれるうちの一つではないでしょうか。

　明治から大正の初期にかけて国内で使用した消防車で、馬が曳いて火
災現場へ薪を焚きながら急行し、消火活動に活躍しました。
　訓練センター１階玄関に展示しています。
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　皆さん、こんにちは ！
　今回のテーマは、消防法施行令と消防法施行規則に規
定されている「消防用設備等の設置及び技術上の基準」
についてです。
　問題を解きながら、一緒に勉強しましょう ！

消防法施行令、消防法施行規則
消防用設備等の設置及び
技術上の基準について
～昇任試験対策編～

今 月 の テ ー マ

ご意見・ご質問は予防部規制課まで  pa0032@city.osaka.lg.jp

From 予防部規制課

vol.70

問　題 解　答
問１�　消防用設備等の設置及び維持の技術上の基準に関する次の

記述について、正しいものには〇印を、誤っているものには
×印を（　 ）内に記入してください。

①　　（ 　）  �　消防法施行令別表第１（１）項に掲げる防火対象物
は、規模に係わらず消火器具の設置が必要である。

②　　（ 　）  �　消防法施行令別表第１に掲げる建築物の３階以上
の階で、床面積が 50㎡以上のものには、消火器具
を設置しなければならない。

③　　（ 　）  �　特定防火対象物に該当しない消防法施行令別表第
１（12）項イに掲げる防火対象物に設置する屋内消
火栓設備には非常電源を附置しなくてもよい。

④　　（ 　）  �　全域放出方式、局所放出方式又は移動式の粉末消
火設備には、非常電源を附置しなければならない。

⑤　　（ 　）  �　消防法施行令別表第１（15）項に掲げる防火対象
物で、延べ面積が 1,000㎡のものには、自動火災
報知設備を設置しなければならない。

問２�　消防法施行規則第 12 条に規定する「屋内消火栓設備に関す
る基準の細目」に関する記述について、次の（①）～（⑪）に
あてはまる適切な語句又は数値を回答欄に記入してください。

（１）   �　消防法第 17 条の２の５第４号に規定する特定防火対象
物で、延べ面積が 1,000㎡以上のものの非常電源は、自
家発電設備、（ ① ）又は（ ② ）によること。

（２）   �　非常電源専用受電設備は、（ ③ ）に便利で、かつ、火
災等の災害による被害を受けるおそれが少ない個所に設け
ること。

（３）   �　非常電源専用受電設備は、他の電気回路の（ ④ ）又は
（ ⑤ ）によって遮断されないこと。

（４）   �　キュービクル式非常電源専用受電設備は、当該受電設備
の前面に（ ⑥ ）以上の幅の（ ⑦ ）を有し、かつ、他のキュー
ビクル式以外の自家発電設備若しくはキュービクル式以外
の蓄電池設備又は建築物等から（ ⑧ ）以上離れているも
のであること。

（５）   �　自家発電設備の容量は、屋内消火栓設備を有効に（ ⑨ ） 
以上作動できるものであること。

（６）   �　自家発電設備は、常用電源が（ ⑩ ）したときは、自動的
に常用電源から（ ⑪ ）に切り替えられるものであること。

答え１

　①　×
　②　〇
　③　×
　④　×
　⑤　〇

答え 2
　①　蓄電池設備
　②　燃料電池設備
　③　点検
　④　開閉器
　⑤　遮断器
　⑥　１ｍ
　⑦　空地
　⑧　１ｍ
　⑨　30分間
　⑩　停電
　⑪　非常電源

ポイント！

　消防法施行規則第 12 条第 1
項第 4号をしっかり読んで、正
確な用語をチェックしよう！
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此花区

自　衛
消防隊
紹　介

西淀川区　　関西グリコ株式会社

2025年万博が舞洲地域で開催決定。加えて、IR（統合型リゾート）

誘致、そして USJ と何かと先駆的で注目され、賑やかで旬な印象を持

たれる此花区ですが、実は、大規模工業地帯、下町、高層マンション群、

そして商店街といろいろな顔をもっています。

此花区女性防火クラブは、９地域850名余のクラブ員が防火・防災

の啓発活動や災害被害の軽減を目指した各種研修、各地域の防災訓練

等への参加など、積極的な活動を行っています。

特に、区内の大部分を海抜０ｍ以下地域が占める現状を深く認識し、

南海トラフ地震や、これに伴う津波に対しての危機感をもち、防災訓

練、防災イベントに参加しています。また、平成

30年台風 21号では同時多発の被害を受け、公助の

限界を経験しました。

これらを踏まえ、此花女性防火クラブは、「自助」

はもちろん「共助」の重要性を胸に、さらなる「安心・

安全な 街づくり」に向けて、活動します。

自衛消防隊長
武田　貴子
　災害はいつ起きるか
分かりません。消火訓練
は、自衛消防技術競技
会を通した訓練を消防
設備を活用して日ごろか
ら実施しています。これ
からも有事に備え、従業
員一丸となって精進し
て参ります。

　

関
西
グ
リ
コ
株
式
会
社
は

１
９
３
１
年
に
江
崎
グ
リ
コ
株

式
会
社
の
大
阪
工
場
と
し
て
稼

働
を
開
始
し
、２
０
０
１
年
に

分
社
化
し
現
在
の
関
西
グ
リ
コ

株
式
会
社
と
し
て
独
立
さ
れ
ま

し
た
。以
来
グ
リ
コ
グ
ル
ー
プ

の
企
業
理
念
で
あ
る「
お
い
し

さ
と
健
康
」の
基
、お
客
様
に
安

全
・
安
心
な
製
品
を
お
届
け
す

べ
く
、カ
プ
リ
コ
を
中
心
と
し

た
お
菓
子
を
生
産
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

現
在
は
西
淀
川
自
衛
消
防
協

議
会
の
理
事
と
し
て
、会
員
事

業
所
に
お
け
る
災
害
予
防
及
び

地
域
に
お
け
る
防
災
活
動
を
推

進
し
、ま
た
、協
議
会
の
事
業
に

積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、会

の
運
営
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を

い
た
だ
く
と
と
も
に
、自
衛
消

防
隊
員
の
育
成
に
関
し
て
も
西

淀
川
自
衛
消
防
技
術
競
技
会
や

事
業
所
で
の
防
災
訓
練
を
通
し

て
、消
火
技
術
の
向
上
や
消
火

設
備
等
の
適
切
な
操
作
の
習
得

に
励
ま
れ
、積
極
的
に
隊
員
の

資
質
向
上
に
努
め
て
お
ら
れ
ま

す
。
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６月病
　ＧＷを過ぎた頃に起こりがちな「５月病」の時期を乗り越えて、ホッと一息ついた６月頃に心身の
不調を訴える人が増えており、「６月病」と呼ばれ問題になっています。ようやく慣れる６月に、新生
活で変わった人間関係、人事異動で責務が重くなるなど、たまった疲れやストレスが心身の症状となっ
て表れるのではないかと言われています。さらに６月は梅雨入りなど気候が不安定なことも、心身の
だるさの要因となります。

６月病になりやすい性格
・完璧主義者	 ・真面目で几帳面	 ・大人しい性格
・責任感が人一倍強い	 ・感情を表に出すのが苦手	 ・心配性で取り越し苦労が多い
・少しのミスで自信喪失してしまいがち

６月病の 症 状 が出たらすぐに対 策を
　６月病の症状は心身が疲れているサイン。こまめに心身の疲れを解消し、ストレスをためないよう
にしましょう。
 ～６月病の改善には～
　・睡眠時間をしっかりとり、規則正しい生活を
　・栄養バランスの取れた食事をしっかりとる
　・ジョギング・ウォーキングなど適度な運動
　・不安・悩みなど抱えこまず、家族・気心の知れた友人に相談する
　・それでも改善がみられなければ、専門の医療機関を受診しましょう

以下に当てはまるものがないか、
心と体の状態のチェックをしてみましょう

○体の状態チェック
□体がだるく重く、疲れが取れない
□心臓がドキドキする、息苦しい、めまいがする
□頭がずっしり重く感じる、ズキズキ痛む
□食欲がなく、食事がおいしく感じられない
□なかなか寝付けない、何度も目が覚める
○心の状態
□気持ちが沈み、楽しいことがないと思う
□気持ちが落ち着かない
□やる気が出ず、やるべきことを先延ばしにする
□イライラして怒りっぽくなる
□先 の々ことを考えると不安や焦りを感じる

当てはまる項目が
２～４個なら６月病予備軍　５～７個なら６月病かなり進行中　８～ 10個今すぐ対処要

vol .166

企画部 人事課
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親
睦
会
だ
よ
り

大
阪
市
消
防
職
員
親
睦
会

平
成
30
年
度
　
親
睦
会

マ
ラ
ソ
ン
大
会

・
第
３
位　

北
支
部
Ａ
チ
ー
ム

�

45
分
11
秒

（
井
上　

徹
哉
・
田
松　

一
晃
・

　
　

金
川　

晃
・
北
原　

健
登
）

　

平
成
30
年
度
親
睦
会
マ
ラ
ソ
ン
大

会
が
、
２
月
13
日
（
水
）
に
東
住
吉

区
の
ヤ
ン
マ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
長
居
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

結
果
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で

す
。

駅
伝
の
部

・
優　

勝　

予
防
支
部
Ａ
チ
ー
ム

�

44
分
47
秒

（
伊
藤　

甚
・
福
田　

雷
人
・

　
　

木
村　

成
寿
・
柿
島　

瑞
紀
）

・
準
優
勝　

東
住
吉
支
部
Ａ
チ
ー
ム

�

44
分
58
秒

（
大
江　

淳
平
・
山
下　

健
介
・

　
　

中
野　

昇
平
・
竹
田　

悟
史
）

　

○　

区
間
賞

　

１
区　

井
上　

徹
哉

（
北　

支　

部
）

�

10
分
53
秒

　

２
区　

福
田　

雷
人

（
予
防
支
部
）

�

10
分
30
秒

　

３
区　

辻　
　

啓
太

（
住
之
江
支
部
）

�

10
分
46
秒

　

４
区　

竹
田　

悟
史

（
東
住
吉
支
部
）

�

10
分
48
秒

個
人
レ
ー
ス
の
部

　

○　

40
歳
未
満
の
部

　

優　

勝　

福
田　

雷
人

（
予
防
支
部
）

�

10
分
53
秒

　

準
優
勝　

金
川　
　

晃
（
北
支
部
）

�

11
分
23
秒

　

第
３
位　

井
上　

徹
哉

（
北
支
部
）

�

11
分
28
秒

　

○　

40
歳
以
上
の
部

　

優　

勝　

木
村　

成
寿

（
予
防
支
部
）

�

11
分
42
秒

　

準
優
勝　

麻
生　

高
久

（
住
之
江
支
部
）

�

11
分
49
秒

　

第
３
位　

久
堀　

元
嗣

（
警
防
・
救
急
支
部
）

�

12
分
13
秒
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平成 30 年度 職員提案制度・はなまる活動表彰制度に係る
事例発表及び市長表彰式
（於：職員人材開発センター）

平成 30 年度 職員提案制度・はなまる活動表彰制度に係る
事例発表及び市長表彰式
（於：職員人材開発センター） 【企画課】【企画課】

３月11日、「職員提案制度・はなまる活動表彰制度に係る事例発表及び市長表彰式」が開催されました。
当局から５事例が市長表彰を受けました。

はなまる活動表彰制度《職場活性化推進賞》

阿倍野西成規制

花火大会事故"ゼロ"を目指して！
～初心者でもわかる煙火消費検査

要領DVDの作成～
（花火事故ゼロプロジェクト）

西成区火災原因１位「たばこ火災」
撲滅大作戦

（西成消防署たばこ火災撲滅実働隊）

ＩＣＴの活用による勤怠管理業務
の効率化

（阿倍野消防署ＩＣ隊）

　阿倍野消防署ＩＣ隊は、超過勤務の発生要因を「カイゼンツール」を活用して詳細に分析し、署独自でＩＣＴを活用した
勤怠管理用プログラムを作成・導入した。その結果、管理担当職員の事務量の平準化を図るとともに、超過勤務時間も過
去４年間と比較して、56.6％まで縮減した。� ※規制・西成の取組概要については、昨年 11月号に掲載

職員提案制度《優良賞》
母子健康手帳への「子育てサポート情報ページ」の新設（淀消子育て推進委員会）
　子育て世代の不安を軽減するとともに、大切な子どもたちの命を守るため、母子健康手帳に医療
情報を集約した『子育てサポート情報ページ』を新設し、ＱＲコードの活用により、アプリや動画、最
新情報へのアクセスを促すことを提案。

※代表発表事例に選ばれました ☞

地域防災リーダー災害対応力（共助力）向上アプリの開発
（地域防災リーダー共助力向上チーム）

　自助・共助・公助の更なる連携を図り、１人でも多くの命を守るため、地域防
災リーダーをはじめ多くの市民が、いつ・どこでも・簡単に防災の知識・技術を
習得できるよう、消火器取扱い・応急手当・ロープ結索や大阪市防災マップな
どについて、動画でわかりやすく解説するスマートフォン用『災害対応力向上ア
プリ』の作製を提案。

淀川

　吉村市長からは、「限られた財源で、いかにしてより良い市民サー
ビスを提供していくかという課題がある中で、決められたルール・前
例に従い、着実かつ正確に仕事をするのはもちろんですが、このよ
うに新しいものを生み出していく取組を積極的に行うことは非常に
重要です。今後、更に期待しています。」とのお言葉をいただきまし
た。
　今後も、新しい提案・改善の取組をお持ちしています！

（文責　岡留）
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大 阪 消 防45 

賞
　
与

救
急
活
動

平
野
消
防
署�

１
部
喜
連
救
急
隊

　

消
防
司
令
補�

冨
吉　

正
憲

　

消
防
司
令
補�

渡
辺　

悠
介

　

消
防
士
長�

荒
木　

竜
男

　

平
成
30
年
10
月
22
日
、
平
野
区
の
路

上
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お
い
て
、

自
転
車
に
跨
り
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
へ
も
た

れ
か
か
る
状
態
で
心
肺
停
止
の
傷
病
者

を
確
認
、
直
ち
に
メ
イ
ン
ス
ト
レ
ッ

チ
ャ
ー
へ
移
動
さ
せ
、
胸
骨
圧
迫
及
び

Ｂ
Ｖ
Ｍ
に
よ
る
人
工
呼
吸
を
行
い
、
除

細
動
器
に
よ
る
除
細
動
を
実
施
、
迅
速

に
車
内
収
容
す
る
と
と
も
に
、
静
脈
路

確
保
に
よ
る
薬
剤
投
与
、
Ｌ
Ｔ
Ｓ
に
よ

る
気
道
確
保
を
行
い
、
自
己
心
拍
の
再

開
を
確
認
、
救
急
搬
送
中
に
は
自
発
呼

吸
も
再
開
し
早
期
に
医
師
に
引
き
継
ぐ

な
ど
、
的
確
に
救
命
処
置
を
実
施
し
た

功
績
に
よ
る
。

救
急
活
動

旭
消
防
署

�

２
部
赤
川
小
型
タ
ン
ク
小
隊

　

消
防
司
令
補�

谷
川　

典
之

　

消
防
士
長�

宮
平　

吉
博

　

消
防
士
長�

大
倉　

美
久

　

消　

防　

士�

柳　
　

裕
太

�

２
部
旭
救
急
隊

　

消
防
司
令�

荒
木　

和
敏

　

消
防
士
長�

上
野　

雄
司

　

消　

防　

士�

岩
本　

利
樹

　

平
成
30
年
11
月
13
日
、
旭
区
の
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
で
発
生
し
た
救
急
事

案
に
お
い
て
、
救
命
連
携
活
動
隊
に
よ

り
胸
骨
圧
迫
及
び
Ｂ
Ｖ
Ｍ
に
よ
る
人
工

呼
吸
、
救
急
隊
に
よ
り
マ
ギ
ー
ル
鉗
子

に
よ
る
異
物
除
去
及
び
気
管
挿
管
を
行

い
、
車
内
収
容
後
、
静
脈
路
確
保
に
よ

る
薬
剤
投
与
を
行
い
自
己
心
拍
の
再
開

を
確
認
し
た
。
傷
病
者
管
理
を
適
切
に

行
い
救
急
搬
送
し
、
早
期
に
医
師
に
引

き
継
ぐ
な
ど
、
的
確
に
救
命
処
置
を
実

施
し
た
功
績
に
よ
る
。

非
番
日
等
に
お
け
る
救
急
活
動

淀
川
消
防
署�

２
部
淀
川
第
一
救
急
隊

　

消
防
司
令
補�

土
岐　
　

悟

平
野
消
防
署

�

２
部
長
吉
小
型
タ
ン
ク
小
隊

　

消
防
司
令�

田
中　

宏
幸

住
之
江
消
防
署

�

２
部
住
之
江
第
一
救
急
隊

　

消
防
士
長�

𡈽
方　

真
志

　

平
成
30
年
11
月
25
日
、
中
央
区
の
路

上
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お
い
て
、

大
阪
マ
ラ
ソ
ン
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
参
加
、
コ
ー
ス
外
に
お
い

て
心
肺
停
止
の
傷
病
者
に
対
し
、
速
や

か
に
胸
骨
圧
迫
を
行
う
と
と
も
に
、
看

護
師
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ラ
ン
ナ
ー
と
協
力

し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
除
細
動
及
び
ポ

ケ
ッ
ト
マ
ス
ク
に
よ
る
人
工
呼
吸
を
行

い
、
自
発
呼
吸
及
び
自
己
心
拍
の
再
開

を
確
認
し
た
。
傷
病
者
管
理
を
適
切
に

行
い
、
到
着
し
た
救
急
隊
へ
傷
病
者
を

引
き
継
ぐ
な
ど
、
迅
速
か
つ
的
確
に
応

急
処
置
を
実
施
し
た
功
績
に
よ
る
。

火
災
現
場
に
お
け
る
救
助
活
動

浪
速
消
防
署�
２
部
浪
速
救
助
隊

　

消
防
司
令�

山
田　

仁
司

　

消
防
司
令
補�

横
山　

尚
人

　

消
防
士
長�

兼
平　
　

豪

�

（
退
職
者
）

　

消
防
士
長�

堤　
　

勇
樹

　

平
成
30
年
12
月
４
日
、
浪
速
区
の
共

同
住
宅
の
２
階
一
室
内
に
お
い
て
発
生

し
た
火
災
現
場
に
お
い
て
、
濃
煙
の
中
、

炎
が
立
ち
上
が
る
室
内
へ
消
火
隊
に
よ

る
援
護
注
水
を
受
け
時
機
を
失
す
る
こ

と
な
く
進
入
し
、
熱
画
像
直
視
カ
メ
ラ

を
活
用
し
て
室
内
検
索
を
行
い
、
倒
れ

て
い
た
要
救
助
者
を
発
見
す
る
と
同
時

に
レ
ス
ク
マ
ス
ク
を
装
着
、
ベ
ラ
ン
ダ

か
ら
進
入
し
て
き
た
南
阪
町
救
助
隊
と

連
携
し
て
迅
速
に
玄
関
ま
で
引
き
ず
り

救
出
し
た
功
績
に
よ
る
。

救
急
活
動

大
正
消
防
署

�

２
部
大
正
小
型
タ
ン
ク
小
隊

　

消
防
司
令�

三
好　
　

洋

　

消
防
司
令
補�

寺
川　

晋
一

　

消
防
士
長�

福
田　

佳
那

　

消
防
士
長�

福
田　
　

孝

港
消
防
署�

２
部
港
救
急
隊

　

消
防
司
令
補�

長
谷
川
亮
治

  
表
　
彰    

（
平
成
31
年
３
月
14
日
付
け
）（
１
）

  
表
　
彰    

（
平
成
31
年
３
月
14
日
付
け
）（
１
）



　

消
防
司
令
補�

藤
原　

義
弘

　

消
防
士
長�

田
村　

昌
平

　

平
成
30
年
12
月
５
日
、
大
正
区
の
共

同
住
宅
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お
い

て
、
寝
室
の
布
団
上
で
心
肺
停
止
の
傷

病
者
に
対
し
、
Ｂ
Ｖ
Ｍ
に
よ
る
人
工
呼

吸
、
静
脈
路
確
保
に
よ
る
薬
剤
投
与
及

び
気
管
挿
管
を
行
い
、
自
己
心
拍
の
再

開
を
確
認
、
迅
速
に
車
内
収
容
を
行
い
、

車
内
に
お
い
て
再
度
心
肺
停
止
と
な
る

も
適
切
に
除
細
動
及
び
胸
骨
圧
迫
を
行

い
、
救
急
搬
送
中
に
自
発
呼
吸
及
び
自

己
心
拍
の
再
開
を
確
認
し
、
傷
病
者
管

理
を
適
切
に
行
い
、
早
期
に
医
師
に
引

き
継
ぐ
な
ど
、
的
確
に
救
命
処
置
を
実

施
し
た
功
績
に
よ
る
。

救
急
活
動

東
淀
川
消
防
署

�

２
部
西
淡
路
小
型
タ
ン
ク
小
隊

　

消
防
司
令
補�

上
岡　
　

徹

　

消
防
士
長�

松
本　

晋
一

　

消
防
士
長�

小
間　

達
哉

　

消　

防　

士�

隈
元　

洸
希

　

平
成
30
年
12
月
12
日
、
東
淀
川
区
の

共
同
住
宅
で
発
生
し
た
救
急
事
案
に
お

い
て
、
救
命
連
携
活
動
隊
と
し
て
出
場

し
、
家
人
に
よ
り
胸
骨
圧
迫
が
行
わ
れ

て
い
る
傷
病
者
に
対
し
て
、
速
や
か
に

胸
骨
圧
迫
を
引
き
継
ぐ
と
と
も
に
、
Ｂ

Ｖ
Ｍ
に
よ
る
人
工
呼
吸
を
行
い
、
自
己

心
拍
の
再
開
を
確
認
し
た
。
救
急
隊
到

着
ま
で
に
再
度
心
肺
停
止
と
な
る
も
速

や
か
に
胸
骨
圧
迫
と
人
工
呼
吸
を
再
開

し
、
救
急
隊
到
着
時
に
は
迅
速
に
車
内

収
容
に
協
力
す
る
な
ど
、
的
確
に
救
命

処
置
を
実
施
し
た
功
績
に
よ
る
。

火
災
現
場
に
お
け
る
救
助
活
動

阿
倍
野
消
防
署

�
２
部
阿
倍
野
特
別
救
助
隊

　

消
防
司
令
補�

衣
川　

岳
志

　

消
防
士
長�

太
田
越
拓
也

　

消
防
士
長�
西
川　

知
孝

　

消
防
士
長�
金
銅　
　

哲
�

２
部
阪
南
小
型
タ
ン
ク
小
隊

　

消
防
司
令
補�

津
崎　

将
之

　

消
防
士
長�

則
永　

哲
司

　

消
防
士
長�

辻
川　

侑
宏

　

消　

防　

士�

廣
岡
祐
次
朗

　

平
成
30
年
12
月
31
日
、
阿
倍
野
区
の

共
同
住
宅
の
４
階
一
室
内
に
お
い
て
発

生
し
た
火
災
現
場
に
お
い
て
、
共
用
廊

下
に
は
白
煙
が
立
ち
込
め
る
中
、
エ
ン

ジ
ン
カ
ッ
タ
ー
に
よ
り
玄
関
扉
を
切
断

し
、
チ
ェ
ー
ン
ロ
ッ
ク
の
施
錠
を
確
認

す
る
と
と
も
に
、
要
救
助
者
の
存
在
と

救
出
を
最
優
先
に
活
動
す
る
こ
と
を
各

隊
へ
周
知
、
玄
関
扉
を
開
放
し
て
救
助

隊
、
消
火
隊
と
も
に
濃
煙
の
室
内
へ
進

入
し
、
熱
画
像
直
視
カ
メ
ラ
を
活
用
し

て
室
内
検
索
を
実
施
、
居
室
内
に
て
天

井
ま
で
立
ち
上
が
る
炎
を
確
認
、
迅
速

に
消
火
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
に
室
内

検
索
を
進
め
る
と
隣
室
の
壁
際
で
倒
れ

て
い
る
要
救
助
者
を
発
見
し
、
か
か
え

搬
送
に
て
迅
速
に
玄
関
よ
り
救
出
し
た

功
績
に
よ
る
。

火
災
防
ぎ
ょ
活
動

西
淀
川
消
防
署

�

１
部
竹
島
小
型
タ
ン
ク
小
隊

　

消
防
司
令�

玉
井　

威
弘

　

消
防
士
長�

谷
川　

竜
司

　

消
防
士
長�

崎
山　

将
吾

　

消　

防　

士�

福
定　

那
生

淀
川
消
防
署

�

１
部
東
三
国
小
型
タ
ン
ク
小
隊

　

消
防
司
令
補�

酒
井　

康
年

　

消
防
士
長�

別
役　

洋
平

　

消
防
士
長�
森　
　

奨
太

　

消
防
士
長�

泉　
　

紘
平

　

平
成
31
年
１
月
13
日
、
淀
川
区
の
木

造
２
階
建
共
同
住
宅
に
お
い
て
発
生
し

た
火
災
現
場
に
お
い
て
、
出
火
建
物
西

面
開
口
部
か
ら
火
炎
が
噴
出
す
る
中
、

2
隊
が
連
携
し
、
西
側
狭
隘
路
地
及
び

折
り
た
た
み
梯
子
を
活
用
し
て
２
階
の

開
口
部
よ
り
延
焼
阻
止
に
あ
た
り
、
三

連
は
し
ご
を
活
用
し
て
屋
根
上
の
物
干

場
よ
り
屋
根
瓦
を
破
壊
し
て
主
火
力
の

制
圧
を
図
り
、
効
果
的
に
２
線
３
口
放

水
を
行
い
延
焼
阻
止
し
、
火
災
に
よ
る

被
害
の
軽
減
に
努
め
た
功
績
に
よ
る
。

予
防
業
務
の
推
進

鶴
見
消
防
署�

予
防
担
当

　

消
防
司
令�

佐
野　

一
郎

　

消
防
司
令
補�

池
上　

美
智

　

消
防
司
令
補�

岩
田　

裕
次

　

消
防
司
令
補�

下
山　

鉄
平

　

消
防
司
令
補�

豊
田　

和
雅

　

消
防
士
長�

松
尾
加
奈
子

　

消
防
士
長�

佐
藤　

沙
織

　

鶴
見
消
防
署
の
玄
関
ホ
ー
ル
を
有
効

活
用
し
、
来
庁
者
に
対
し
て
広
報
用
掲

示
板
に
よ
り
区
内
の
小
学
校
等
か
ら
贈

呈
さ
れ
た
手
紙
等
の
掲
示
、
テ
レ
ビ
モ
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ニ
タ
ー
に
よ
り
署
員
手
作
り
の
防
火
防

災
に
関
す
る
映
像
の
上
映
、
写
真
撮
影

用
ミ
ニ
ミ
ニ
消
防
車
の
展
示
に
よ
り
予

防
広
報
を
実
施
、
区
内
の
全
小
中
学
校

に
個
別
訪
問
し
、
現
状
に
則
し
た
防
火

管
理
者
の
選
解
任
及
び
消
防
計
画
を
作

成
さ
せ
る
と
と
も
に
、
自
動
火
災
報
知

設
備
鳴
動
時
に
は
誰
も
が
簡
単
に
対
応

で
き
る
よ
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
掲
示
さ
せ
、
防

火
管
理
体
制
の
強
化
を
図
っ
た
。
ま
た
、

小
学
校
へ
防
火
防
災
図
画
の
募
集
を
促

し
、
展
示
会
で
は
大
阪
市
内
全
応
募
総

数
の
１
割
を
超
え
る
区
最
多
の
応
募
数

を
展
示
、
地
震
発
生
時
の
備
え
と
し
て

手
作
り
の
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
ポ
ス

タ
ー
を
区
役
所
等
へ
掲
示
、
大
阪
府
北

部
地
震
や
台
風
21
号
発
生
時
に
は
、
被

害
状
況
や
注
意
喚
起
な
ど
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
庁
舎
電
光
掲
示
板
等
で
情
報

提
供
し
迅
速
に
対
応
す
る
な
ど
、
様
々

な
方
向
か
ら
積
極
的
に
市
民
の
防
火
防

災
の
意
識
向
上
に
貢
献
す
る
な
ど
、
予

防
業
務
を
推
進
さ
せ
た
功
績
に
よ
る
。

予
防
業
務
の
推
進

天
王
寺
消
防
署�

予
防
担
当

　
消
防
司
令
補�

大
門
　
正
人

　
消
防
司
令
補�

山
田
　
　
勝

　

天
王
寺
管
内
で
短
期
間
に
２
度
も
危

険
物
無
許
可
貯
蔵
に
よ
る
消
防
法
令
違

反
と
な
っ
た
対
象
物
に
対
し
、
時
機
を

失
す
る
こ
と
な
く
無
許
可
貯
蔵
し
て
い

た
危
険
物
を
早
期
に
除
去
さ
せ
る
と
と

も
に
、
繰
り
返
さ
れ
る
消
防
法
令
違
反

へ
の
再
発
防
止
に
は
、
対
象
物
事
業
所

内
の
意
識
改
善
や
管
理
体
制
の
見
直
し

が
必
要
と
判
断
、
是
正
後
も
根
気
強
い

指
導
を
継
続
し
、
新
た
に
２
箇
所
の
屋

内
貯
蔵
所
を
設
置
さ
せ
、
さ
ら
に
、
従

業
員
へ
の
危
険
物
保
安
講
習
及
び
危
険

物
に
関
す
る
講
習
会
の
受
講
に
よ
り
、

危
険
物
に
対
す
る
認
識
不
足
を
改
善
し
、

危
険
物
に
起
因
す
る
災
害
発
生
を
未
然

に
防
止
、
市
民
の
安
全
確
保
に
大
き
く

寄
与
し
た
功
績
に
よ
る
。

�

以
下　

次
号
に
続
く
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表 紙 絵

※本誌に掲載されている内容の転載、転用を希望される時は、編集部までご連絡ください。

編 集 室

　

今
年
は
、桜
に
縁
の
あ
る
年

だ
っ
た
。３
月
末
に
は
、俳
句
の
結

社
の
集
ま
り
で
ニ
ュ
ー
オ
オ
タ
ニ

に
行
き
、大
阪
城
の
桜
を
楽
し
み
。

一
週
間
後
に
は
、新
元
号
が
発
表
さ
れ
て
注
目
さ

れ
た
万
葉
集
の
講
演
会
に
帝
国
ホ
テ
ル
に
行
く
途

中
、環
状
線
の
桜
ノ
宮
駅
か
ら
大
川
沿
い
の
桜
ノ

宮
公
園
の
満
開
の
桜
を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。帰
り

に
寄
り
道
を
し
て
、造
幣
局
通
り
抜
け
の
初
日
に
、

震
え
な
が
ら
夜
桜
を
楽
し
ん
で
き
た
。肌
寒
か
っ

た
の
で
、ピ
ー
ク
ほ
ど
の
人
混
み
で
は
な
か
っ
た

が
、家
族
連
れ
、職
場
の
グ
ル
ー
プ
に
加
え
て
、外

国
人
の
観
光
客
の
数
も
多
か
っ
た
。

　

５
月
号
の
表
紙
の
写
真
を
撮
り
に
出
か
け
た
長

居
公
園
の
植
物
園
で
、散
り
初
め
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
を
始
め
、ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
親
木
で
あ
る
大
島

桜
と
江
戸
彼
岸
、山
桜
を
楽
し
み
な
が
ら
１
０
０

枚
ほ
ど
写
真
を
撮
っ
た
。今
は
、デ
ー
タ
な
の
で

枚
数
に
制
限
が
な
い
が
、フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
を
し

て
い
る
時
に
は
、残
り
の
枚
数
を
考
え
て
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
切
っ
て
い
た
。今
は
、失
敗
し
て
も
削
除
出

来
る
の
で
、良
い
の
か
、悪
い
の
か
？
平
成
最
後
の

春
を
満
喫
す
る
事
が
出
来
た
。

　
　

毬
遊
び
出
来
そ
な
八
重
の
花
万
朶

　

�

（
髙
）

　

平
成
の
終
わ
り
に
、ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
の
映
像
が
見
れ
た
の
は
、

私
的
に
大
ニ
ュ
ー
ス
。幼
い
こ
ろ

か
ら
天
文
好
き「
宇
宙
の
果
て
は

ど
う
な
っ
て
る
ん
？
」と
親
を
困
ら
せ
て
い
た
。ミ

ス
タ
ー
ス
ポ
ッ
ク
の
宇
宙
船
で
、ワ
ー
プ
っ
て
言

葉
を
知
る
。一
瞬
に
し
て
、空
間
の
歪
み
を
利
用
す

る
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
で
目
的
地
に
着
く
。ま
さ
か
、

と
調
べ
る
と
理
論
上
、全
て
を（
光
を
も
）吸
い
込

む
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
が
あ
り
、そ
こ
で
は
空
間
を

歪
ま
せ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
…
。そ
の
映
像
が

み
れ
た
。令
和
時
代
の
更
な
る
新
発
見
に
期
待
。

�

（
隆
）

　

つ
い
に「
平
成
」か
ら「
令
和
」へ

と
時
代
が
変
わ
っ
た
。新
元
号
の

予
想
か
ら
始
ま
り
、発
表
前
後
の

日
本
中
の
新
元
号
に
対
す
る
盛
り

上
が
り
は
凄
か
っ
た
。私
は
昭
和
と
平
成
を
ほ
ぼ

30
年
ず
つ
生
き
て
き
た
こ
と
に
な
る
。今
で
は「
昭

和
＝
昔
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、確
か
に
平

成
の
30
年
間
に
は
、身
の
回
り
の
様
々
な
物
が
、昭

和
時
代
に
は
考
え
も
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
に
進
化

し
た
よ
う
に
思
う
。令
和
時
代
に
は
ど
ん
な
進
化

が
待
っ
て
い
る
の
か
、非
常
に
楽
し
み
で
あ
る
。

 �

（
正
）
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